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はじめに 


NAS (Network Attached Storage) は、既存環境に巧する変更を加えることなく、大規模ストレージシス 
テムを提供するネットワーク接続型ストレージに特化したアプライアンスサーバーです。 

一般的に NAS は導入が容易です。ネットワーク管理や 0S に関する広範な知識がなくとも使用するこ 
とができ、通常管理業務はクライアントからリモートデスクトップ経由で行なうことができます。ユーザ 
は NAS をネットワークに接続して電源を投入し、最小限のセットアップ作業を行なうだけで運用を開始 
することができます。 

管理者ガイドは、 W 下の二部で構成されています。目的に応じて参照してください。 

. 管理者ガイド【概要編】（本書） 

iStorage NS を使用するための基本的でかつ一般的な手順について説明しています。 

- 管理者ガイド【詳細編】 

iStorage NS を使用するためのすべての設定に関して詳細に説明しています。 

管理者ガイドは改版される場合があります。が《下の Web ページを参照し、表紙の日付とリビジョンを確認 
して最新版をダウンロードしてください。 

http://su2Port.exD_ress.nec.co.ip/care/user/admina_uide.html (2009 年 7 月 16 日現在） 


ff \ 

重要 ： iStorage NS シリーズは 、 Microsoft Windows Storage Server 2003 R 2 を使用して作成 

されたファイルサーバ専用機です。標準の Windows サーバーとは違い、ファイルサー 
バーな外でのご利用はできませんのでご注意ください。 









導入の流れ 


iStorage NS を導入する際は、 W 下の流れに従います。 


iStorage NS の初期設定を巧う 


1.1 章初期設定ツールを使う 

1.2 章管理 PC からリモートデスクトップで接続する 

1.3 章ドメインに参加する 

1.4 章ユーザ、グループを作成する 

1.5 章ボリュームを作成する 






iStorage NS の共有領域を作る 


% 


2. 1章 Windows クライアントからアクセスする 

2. 2章 UNIX クライアントからアクセスする 

2. 3章 Macintosh クライアントからアクセスする 

2. 4章 FTP クライアントからアクセスする 

2. 5章 Web ブラウザからアクセスする 


V_ J 
















istorage NS の共有領域を管理する 

3.1 章ファイルやサブフォルダを検索する 
3. 2章ファイルの拡張子で書き込みを制限する 
3. 3章ユーザが使用できる容量を制限する 
3. 4章ディスク使用が況のレポートを作成する 
3. 5章複数サーバの共有フナルダを統合する 
3. 6章ディスクスぺースを有効利用する 
1 1章ネットワーク上のプリンタを使う 
氏2章グループウェアを使う 





i Storage NS を運用する 


4. 2章データ/システムを保護する 
4. 3章データ/システムを復旧する 
4. 4章簡易に性能をチューニングする 
4. 5章システ厶を監視する 
4. 6章障害を未然に防止する 

<_ J 


導入 フロー 図 
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istorage NS の初期設定を行う 


初期設定ツールを使う 

初期設定ツールを使用してコンピュータぶ、 IP アドレスを設定します 

管 a PC からリモートデスクトップで接続する 

管理 PC にインストールしたリモートデスクトップ接続を使用して iStorage NS に接 
続する手順を説明します 

ドメインに参加する 

iStorage NS 上をドメインに参加させる手順、注意事項について説明します 

ユーザ、グループを作成する 

iStorage NS 上にユーザ、グループを作成する手順と注意事項を記載します 

ボリュームを作成する 

iStorage NS 上にボリュームを作成する手順と注意事項を記載します 



1.1 初期設定 ツールを 使う 


EXPRESSBUILDER または EXPRESSBUILDER ( SE ) に格糸巧されている初期設定ツーノレを管理 PC で使 

用することで、同ーネットワーク上に接続されている iStorageNS を自動で検出し、コンピュータぶ、 IP 
アドレスを変更します。 iStorageNS にコンソール接続することなく設定できます。 

【注意】 DHCP サーバが存在する場合、コンピュータぶの設定は初期設定ツールを使用せず、リモートデ 
スクトップで接続して行います。 


1-1.1 初期設定ッ^ルを起動する 


1. 装置に添付されている EXPRESSBUILDER または EXPRESSBUILDER ( SE ) を管理 PC に挿入して、 
メニュー画面を起動します。（本章の図は EXPRESSBUILDER ( SE ) の画面です） 



〇オンライン P キュブント 



Master Control Menu 


• V ブウエアの 
セットアップ 



IMEC 
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2. [ EXPRESSBUILDER ] または [ EXPRESSBUILDER ( SE )] 画面より、[ソフトウェアの セットアップ] 
(または[ソフトウェアをセットアップする])をクリックし、[初期設定ツール]を選択します。 



3. [ご確認]画面が表示されますので、内容を確認して[はい]ボタンをクリックします。 
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4. [初期設定ツール]を起動すると、[自動発見]画面が表示されますので、[開始]ボタンをクリックしま 
す。 



ネットワーク上に DHCP サーバが存在する 場合 は 項番5.〜6.を、 DHCP サーバが存在しない 場合 は 項番 7. 
〜12.を参照してください。 
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【DHCP サーバが存在する場合】 

5. [初期設定ツール]画面の [IP アドレス]欄にネットワーク IP アドレスが割り当てられ、[リモートデ 
スクトッス欄が[可]になっていることを確認します 


1 巧期設定ツ-ル 



-|占ゎ口巨6り5サーがの^- 

サ-がの]ンピュ-うを 「 IP 7 ドレス 1 か-すット？スウ 「 MAG 7 ドレ7 1 リトトテ別.. . 「巧期誌ちサ-朽 1 

未設走 192.168 .4.35 2日日. 2日日.2日日.日 00-16-17-a 1-43-.. 巧 f 亭止 


I■モ-巧別トッつお旣し R) I 設走変更を）」 白旣発見叫」 


.m 照 . 昭 I 


ヘルつ。(吐^ 


6. [サーバのコンピュータぶ]欄が[未設定]を選択し、[リモートデスクトップ起動]ボタンをクリック 
します。 



続きは本書 【管理 PC からリモートデスクトップで接続す る】 の項番3を参照ください。 
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【 DHCP サーバが存在しない場合】 

7. 下記画面で[サーバのコンピュータぶ]が[未設定]を選択して[設定変更]ボタンをクリックします。 



8. [設定変更]画面が表示されます。適切な値を入力して陋用]ボタンをクリックします。 
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9. [ご確認]画面が表示されます。 [0 K ] ボタンをクリックします。 



10. [設定変更]画面に進行状況が表示されます。 



11. K 下の画面が表示されるので [ OK ] ボタンをクリックします。 
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12. 下記画面より、項番 8 で指定した iStorageNS を選択して[リモートデスクトップ起動]ボタンをクリ 
ックします。 



続きは本書 【管理 PC からリモートデスクトップで接続す る】 の項番3を参照ください。 
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1.2 管理 PC からリモートデスクトップで接続する 

リモートデスクトップとは、管理 PC からネットワークを経由して iStorageNS にログオンし、ユーザ作成 
や共有などの設定を行うことができる機能です。 

【注意】 Windows 2000が前のコンピュータには標準でリモートデスクトップ接続ソフトウエアがインスト 
ールされておりません 。 Windows XP のインストール CD - ROM またはマイクロソフトのサイトよ 
り入手し、インストールしてください。その他の OS には標準でインストールされています。 

下に、リモートデスクトップを使用する接続手順を記載します。 

1. 管理 PC で[スタート]一[ファイル《を指定して実行]を選択し、[《前]欄に mstsc と入力して 
[ OK ] ボタンをクリックします。 



2. [コンピュータ] に、接続する iStorageNS のコンピュータ《または IP アドレスを入力して[接続]ボ 
タンをクリックします。 
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3. [ Windows へ ログオン] 画面で、管理者権限のあるアカウントの ユーザぶ とパスワードを入力して 
[ OK ] ボタンをクリックします。 



4. ログオン後、[管理者メニュー]と [Windows Storage Server Management ] が起動します。 



か スタ-卜 I _! 図ぶ I な昔巧もじユ- _||を Windows S れ"が Se … の： 麵 ^ A 般夕み 材惜置 | 山 14:32' 

【注意】リ モー トデスクトツプで iStorageNS にログオンできるのは管理者権限を持つ ユーザの みです。 
また同時接続可能なのは2セッションまでです。 
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1.2.1 管理者メニュ -- 

ログオンすると管理者メニューが自動起動します。 

管理者メニューでは、管理者が良く使う機能を簡単に起動することができます。 



管理者メニューは、デスクトップのショートカットからも起動できます。 
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1.2.2 Windows Storage Server Management 


ログオンすると Windows Storage Server Management が自動起動します。 

Windows Storage Server Management では、フアイルサーバやプリントサーバのを種設定を行うことがで 
きます。 



Windows Storage Server Management は、管理メニューからも起動できます。 
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1.3 ドメインに参加する 

iStorage NS ではワークグループでの運用もできますが、ドメインに参加することでセキュリティをドメイ 
ンコントローラに委任することができ、セキュリティ管理が容易になります。 

【条件】ネットワーク上にドメインコントローラが存在すること。 

【注意】 iStorage NS をドメインコントローラにすることはできません。 

1.3.1 ドメインのメンバサ -- バに設定する 

1. 管理 PC よりリモートデスクトップで iStorage NS に接続します。 

【 リモート デスクトップの接続ホ 法 】 

2. スタートメニューより [マイコンピュータ] を右クリックして [プロパティ] を選択し、[システムの 
プロパティ] 画面の [コンピュータぶ] タブより[変更]ボタンをクリックします。 
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3. [コンピュータ ぶの変更]画面の[次のメンバ]の[ドメイン]を選択してドメインぶを入力し、 [0 K ] 
ボタンをクリックします。 



4. [コンピュータぶの変更]画面にドメイン参加の権限のあるユーザぶ、パスワードを入力し、 [0 K ] ボ 
タンをクリックします。 
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5. が下の画面が表示されますので [0 K ] ボタンをクリックします。 



6. が下の画面が表示されますので、 [0 K ] ボタンをクリックします。 



7. [システムの プロパティ]画面に戻ります ので [0 K ] ボタンをクリックします。 
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8. が下の画面が表示されますので[はい]ボタンをクリックして再起動します。 
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1-4 ユーザ、グループを作成する 

クライアント PC から iStorage NS にアクセスした場合には、ユーザ認証が行われます 。 iStorage NS とク 
ライアント PC がドメインに参加している場合は、ドメインコントローラが認証を行うため 、 iStorage NS 
上にユーザを作成する必要はありませんが 、 iStorage NS がワークグループの場合は 、 iStorage NS 上にユ 
ーザを作成し、そのユーザを指定してクライアントから接続することになります。なお、クライアント PC 
と iStorage NS でユーザぶいくスワードを合わせておくと、認証画面を表示することなくアクセスが可能で 
す。 


1-4.1 口^カルユ^ザを作成する 

ここでは W 下の設定で iStorage NS 上にローカルユーザを作成する手順について記載します。 


設定項目 

設定内容 

ユーザぶ 

t-yamada 


1. 管理 PC よりリモートデスクトップで iStorage NS に接続します。 

【 リモート デスクトップの接続ホ 法 】 

2. [管理者 メニュー] より、 [コンピュータの 管理]を起動します。 

3. Computer Management ] 画面で、[コンピュータの管理(ローカル)]一[システムツール] 一[ローカ 
ルユーザーとグループ] 一 [ユーザー] を右クリックして[新しい ユーザー] を選択します。 


Computer Management 


留 7ァイルの视 m が 奉 sm 〜 y の m ルブ出) 

- ► I を 「阻 I 回匯 I 藝函 



S コ^ピュータの昔巧（□一カル） 

目'..醇システムクール の Administrator 

i 回..砲!ィパ: 4 ピュ-ァ 虫 ASPNET 

を...白共ち 7 ォルタ 虫 加姑 

气を□-カルユ-ザ-と。.ル-プあ山 SR-NEO じ.. 


巧しいユーザー ( 耻 .. 


〇。ル- 
田..姻 代つ ホー マ.ン 
デバイスで 
'.毎記 I 情域 
白''1 寄リム-バ別 
T ィスウ T;e 

1ディスウの昔 AJ レプ(が 
を感サ-ピスとアブリ尸:71!^- 


亲元 W 

ここから巧しいウィシドウ W 


3日… 


最新の憎卽じを巧を） 
一居のェウスポートむ.. 


7ル本ーム 


ASP'NET h 

Internet Gl. 
Launch 化 
CN=Micros 


20 






























4. [新しい ユーザー]画面で、下記設定内容を入力し[作成]ボタンをクリックします。 


設定項目 

設定内容 

ユーザーぶ 

t-yamada 

フルネ'一■ム 

任意 

説明 

任意 

パスワ'ード 

任意 



【補足】クライアントからユーザパスワードを変更する場合は W 下の手順でします。 

1. クライアント PC よりに trI+Alt+Del] を押下します。 

2. [パスワードの 変更]ボタンをクリックします。 

3. 変更内容を下記の表を元に入力して [0K] ボタンをクリックします。 


項目ぶ 

入力内容 

ューザーぶ 

パスワー ドを変更す るューザぶ 

ログオン先 

iStorage NS のコンピュータぶ※ 

古いパスワード 

ューザ登録時のパスワード(古いパスワード） 

新しいパスワード 

新しいパスワード 

新しいパスワード（確認入力） 

新しいパスワード再入力 


※コンピュータぶはキーボードより 直接入力します 
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1.4.2 口^カルグル^プを作成する 


ここでは W 下の設定で iStorage NS 上にローカルグループを作成し、ローカルユーザを参加させる手順に 
ついて記載します。 


設定項目 

設定内容 

グループぶ 

soumu-g 

所属するメンバ 

t-yamada 


1. 管理 PC よりリモートデスクトップで iStorage NS に接続します。 

【 リモート デスクトップの接続ホ 法 】 

2. [管理者メニュー]より、[コンピュータの管理]を起動します。 

3. Computer Management] 画面で、[コンピュータの管理(ローカル)]一[システムツール] 一[ローカ 
ルユーザーとグループ]一[グループ]を右クリックして惭しいグルースを選択します。 


Computer Management 


呂 7アイルを)概がが 奉元 .W ウイ:/ドウ M AJ け时 


和斗 I を 向： 固陵 I 爵函 


g コシピユークの昔巧（□一カル） 

自…聽システムツール 
を..極]ィバ>トピュ-ァ 
を…9共ち7ォル巧 
も宙□-加ユ-ザ-と。.ル-ブ 
ロユーザ¬ 


を…涵 バ7ホーマ; I 
…甚 デバイス； 
記怡域 

回•齒リム-パス- 
i ® ディスウデ 
L.. 藝ディスゥのう 
を畳&サーピスとアツ-' 


巧しいクルづ咱) 


をお 

面 Administrators 
@ Backup Operators 
^Distributed COM Users 
西 Guests 

@Network Configuration ... 

ice Log Users 


奉元 . W 

ここから巧しいウイ:/阳 M 


最巧の憎卽じ更お(亡） 
一覽の1ウスポートむ.. 


AJ レプお） 


ce Monitor U... 

ゴ 5 

ators 

esktop Users 

ninistrators 



im 

Admi 

Back 

Memt 

Gues 

Memt 

Memt 

Memt 

Powe 

Memt 

Memt 

Suppi 

User; 

Memt 
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4. 断しいグルース画面で、[グループを][説明]欄を入力後、[作成]ボタンをクリックします。 
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1.4.3 


グル^プにュ^ザを割り当てる 


1 .Computer Management] 画面で、[コンピュータの管理(ローカル)]一[システムツール] 一[ローカ 
ルユーザーとグループ]一[グループ] をクリックし、 [soumu-g] をダブルクリックします。 



2. K 下の画面で、[追加]ボタンをクリックします。 
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3. [ユーザーの選択]画面が表示されますので、[選択するオブジェクトぶを入力してください]の欄に 
追加するユーザを入力して、 [0 K ] ボタンをクリックします。 



4. が下の画面に戻りますので、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
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1.5 ボリュームを作成する 

iStorage NS では出荷時にユーザボリュームが作成されていますが、ディスクを増設した場合はボリューム 
を作成する必要があります。また、ユーザボリュームでシャドウコピーとデフラグを同時に行う場合は、 
事前にユーザボリュームを削除して作成しなおす必要があります。 

【補足】ユーザボリュームにシャドウコピーを作成し、さらにデフラグを行う場合は、ボリューム作成時 
にアロケーションユニットサイズを 16KB が上にする必要があります。それな外の場合は、既定 
値で構いません」。 

1-5.1 ボリュ -- ムを削除する 

ここでは、シャドウコピーとデフラグを同時に行うために出荷時に作成されている[ボリューム (D:)] を削 
除する手順について説明します。 

1. 管理 PC よりリモートデスクトップで iStorage NS に接続します。 

【 リモート デスクトップの接続ホ 法 】 

2. 管理者メニューから[ボリュームの管理]を起動します。 

【ク巨 r 理者 メニュー-について】 
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3. [Disk Management ] が起動します。[ボリューム ( D :)] の 領域で右クリックし、 [パーティションの 削 
除]を選択します。 



4. が下の画面が表示されますので、[はい]ボタンをクリックします。 



5. が下の画面が表示されることがありますので、[はい]ボタンをクリックします。 


F ィスウのをま 


バ-ティシヨ：/ボリュ-ム （ D :) プライマリバ-ティシヨ：/は現がま巧中です。このバ-ティシヨ：/をな制のに肖 ij 蹄するには、[(まい]をウリッウしてください。 
管古強制のに肖 IJ 蹄すると、このバーティシヨ：/を f ま巧しているアプリケーシヨ：/で予期しない I ラーが発をする可能性があ口ます。簡巧しますかで 

ぶ.■■川 ] いいえ ( N ) ^ 
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1.5.2 ボリュ -- ムを作成する 


ここでは、 シャ ドウコピーとデフラグを同時に行うためにが下の設定内容で NTFS ファイルシステムの ボ 
リュームを作成する手順について説明します。 


設定項目 

設定内容 

ドライブ文字 

D 

アロケーシヨン ユニッ トサイズ 

16K 


1. 管理 PC よりリモートデスクトップで iStorage NS に接続します。 

【 リモート デスクトップの接続ホ 法 】 

2. [管理者メニュー]画面より、[ボリュームの管理]を選択して陋剩ボタンをクリックします。 

3. [Disk Management] が起動します。ディスクの未割り当ての領域で右クリックし、[新しいパーティシ 
ヨン]を選択します。 
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4. [新しいパーティションウイザード]画面が表示されます。[次へ]ボタンをクリックします。 



5. [プライマリパーティション] を選択して [次へ] ボタンをクリックします。 


巧しいバーティシウィサード 


パーティシヨ:/のち廷をちお 

バ-ティショ M こは放の3 桂 頭げあ口ます:プライマリ、化目長、 i 能 里。 


化なするバーティシむを遇んでください： 

(=■ 訝訝琴？ ZE 爭帮戰50 

r 祀目長バーティショ M を 
广 論巧ドライプが 


プライマリパーティシヨ:/はバーシッウディスウ上のちき相域を f ま巧して化巧したボリュームです。 
Windows と圳のオパレーティ: V ヴシステムはプライマリパーティシヨ:/から起旣できます。曰 PT パ； 
ーシッウディスウ上には最音 1 のまでのプライマリバーティシ心を化巧できます。 7 スタプートレ 
コード CMB の K 一か妃 ディスウ上には最音4つまでのプライマリ パー子ィシもか、 または3つ 
のブライマリバーテイシヨ:/と 1 つの化張バーテイシヨ:/を巧成できます。 



<戻る(昼 ) r .か \ w > I 辛*:/もし I 
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必要なパーティションサイズを指定して、[次へ]ボタンをクリックします。 



[次のドライブ文字を割り当てる]を選択してプルダウンメニューから D を選択し、吹へ]ボタンを 
クリックします。 


巧しい"ーティシヨンウィサード 


ドうイブ文宇または"スの身口当て 

ドウ t スを巧単にするために、ドライプ文字またはドラパパスをバーティシヨ：/に割り当てることげできま 


賢 


哩!莖5護当端 ffl P 二] 

r 诚の空の NTFS 7 オル巧にマウ: 4 する (M): 

「 をお晒.. J 

广 ドライプ文字またはドライプバスを割り当てない屯） 



く戻る(旦 ） J .か.、が} > ] 軒た V かレ」 
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8. [この パーティションをが下の設定でフォーマットする]を選択して、下記設定内容を指定し [次へ] 
ボタンをクリックします。 


設定内容 

設定項目 

アロケーシ ヨンユニット サイズ 

16 K 



9. 内容を確認後、院了]ボタンをクリックします。 
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10. フォーマツトが始まります。 


^ ■ _ -Ini x| 

7 ァイルの巧け地 奉元 W AJ け(吐 


I 阻 I 藍团 I 固 曾顧 


ボリューム 

I レイアウト 

I 巧美目 

I 7 アイ ルシステ... 

I が態 

I 容量 

1ミき韦目域 

1ミき 1 

口 （C:) 

バーティシ心 

バー シッウ 

NTFS 

正巧 （シス... 

20.60 GB 

24.43 白 E 

05 3S 

口 （D:) 

バーテイシヨシ 

バー シッウ 


7オーマット''' 

1368.18 GB 

1368.18 ... 

1邮 、‘ 



11. フォーマットが終了すると、[ボリューム ( D :)] の表示が阳常]に変わります。 



32 






























































2 iStorage NS の共有領域を作る 


♦ Windows クライアントからアクセスする 

iStorage NS 上に SMB 共有を作成する手順を記載します 

♦ UNIX クライアントからアクセスする 

iStorage NS 上に NFS 共有を作成する手順を記載します 

♦ Macintosh クライアントからアクセスする 

iStorage NS 上に AppleTalk 共有を作成する手順を記載します 

♦ FTP クライアントからアクセスする 

iStorage NS 上に FTP 共有を作成する手順を記載します 

♦ Web ブラウザからアクセスする 

iStorage NS 上に HTTP(Web) 共有を作成する手順を記載します 
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2.1 Windows クライアントからアクセスする 


Windows クライアントから SMB プロト コルを 使用して iStorage NS 上の共有 フォルダ/フ アイ ルに アク 
セスすることができます。 Windows(SMB) 共有の設定は Windows Storage Server Management を使用し 

て行います。ここでは K 下の設定で Windows(SMB) 共有を作成する手順について説明します。 


設定項目 

設定内容 

共有設定するフォルダ 

d:¥soumu 

共有ぶ 

soumu 

説明 

任意 

アクセス権 

すべてのユーザがフルコントロール 


共有 レベルのアクセス 許可としては everyone に フルコントロールの 権限を設定し、 ファイルシステムレべ 
ルのァクセス 許可で グループ、 ユーザに巧して個々に権限を設定することが一般的ですが、ここではすべ 
てのユーザがフルコントロールの 権限を持つ共有領域を作成する手順を記載します。 ファイルシステムレ 
ベルのァクセス 権を個々に設定する手順については、本書の 【 3.1. 1.2 ファイルシステムレベルのアクセス 
権を設定す る 】 を参照してください。 

2.1.1 共有を作成する 

1. 管理 PC よりリモートデスクトップで iStorage NS サーバに接続します。 

【リモート デスクトップの接続ホ 法】 
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C：¥ WIN DOWS 
C：¥ 

D：¥ 


共.../ 7 オルタパス 


□ Windows Storage Server Management 
を..西 7 ァイルサーバーの昔巧（□一カル> 

回… を 7ァイルサーバ- リソース マネージ 
をみ DFS の昔巧 
□■■fc 共ち7オルタの昔巧 
1回"巧ち7オルタ 


回.. 

を.. 


S - 

- 


..資 飘 

…白た。 


巧しい共ちを)… 


白閲 L 巧視巧が叫） 

デイス。もホ +- へ A - 

を..蹲 Microsoft 5erv ここから新しいゥ知ドが邮 
0 -^ EP 刷の昔巧 


最串斤の憎卽じを巧(巴 
一臣の: L ウスポート(じ… 


AJ レプ时 


3. ウイザードが表示されますので、[次へ]ボタンをクリックします。 


4. [フォルダパス] 欄に下記設定内容を入力して[次へ]ボタンをクリックします。 


設定項目 

設定内容 

フォルダパス 

d:¥soumu 


7オルタの共ちウイサード 


7オルタバス 

共ちする7オルタ A のパスをおちしてください。 



工Vピュ-々をむ)： |FIL にVI 


共ちする7ォルヴのパスを入力するか、隨昭]をウリッウして7オル巧を遇巧するか新しい7オル巧を追加してくださ 

し、。 


7ホル巧 パス町 
例： 


|d¥soumu| 

じ¥ Docs が ub lie 


を胆(日)...」 


<戻る昭 


:■れ (N) > 


ル」 


I か 

Wi 

Wi 

Wi 

Wi 


2. [Windows Storage Server Management ] 画面の左ツリーで、 [ファイル サーバーの 营理]一[共有 フオ 
ルダの管理]一映有フォルダ]一映有]を右クリックし、斬しいお有]を選択します。 


r Windows Storage Server Management 


を 7 ァイル® 欄がが表示地ウィシドウ娜 AJ レプ叫 

和- ► I 刮画 I 回应 I 藝 I 团 10 


邮 $ 
W 訓郎 TO 

白房曰白 
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5. 下記設定内容を入力し、[次へ]ボタンをクリックします。 


設定項目 

設定内容 

共有ぶ 

soumu 

説明 

任意 



6. [共有とフォルダ用のカスタマイズされたアクセス許可を使う]を選択し、[カスタマイズ]ボタンをク 
リックします。 


7オルタの共ちウイサード 


アウセスホ可 

共ち■^のアウたス评巧を指ちしてください。 

成のき本のな共ちのアウたス评巧を博巧するか、または共ちりォルヴのアウ iz ス i 午巧をカスタ7イスしてください。 
r すバてのユーヴーが!売み巧口専巧のアウたスを持つ(互） 

广 Administrators がつルアウたスを持ち、ほかのユーザーは請み巧り専用のアウわスを持〕也） 



广 Administrators が7ルアウたスを持ち、ほかのユーザーは請み■巧口もよリまき泣み■アウ t スを持〕 ( M ) 

^興截胡师骂巧賊肪积お擇巧邸巧概詳巧卷姑クマ"呀 ... I 
極塑 . i - ' 

このパ-ジで記ミしたアウたス胃午巧は、共ち^\のアウたスのみをお删します。個*の7ァイルや7ォルタ'成アウたス评 
巧を記ちすることをわ勧めします。アウたス許可に関する註しい憎卽は、 ム11^ を韋昭してください。 

共ちをけ成するには、院下] を如如しな粉い。 


<戻るを）」 完了 1 キル」 
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7 ル ] シト□ール 
変更 

i 売み■巧りと実行 
7ォ J レ巧の巧容の一臣表示 
i 売み巧り 
まき込み 


11聲觀 SSS ? 醒表示編、爵画測 I 


0K 


辛ザシたル 


0K I 辛ル 


[セキュリティ] タブを選択し、帷綱ボタンをクリックします。 


ア。セス許可のカスタマイズ_ ロロ 


r 共ちのアウたス許可 Iた辛ュリティ1 

クループ:各またはユーザーを(却 
较 Administrators CFILESV1 ¥ Administrators) 

巧 CREATOR OWNER 
巧 Everyone 
巧 SYSTEM 

gS Users (FILESV1¥ Users) 

追加®)... J mm I 

Everyone のアウたス I 牛巧を） I 牛巧 拒ち 


[共有のアクセス 許可]タブの、 [Everyone の アクセス 許可] で [フルコントロール] の [許可 の チ 
ックボックスを有劾にします。 


ア。セスを巧のカス々マイズ_ロロ 


共をのアウた 7J 牛巧 |iz 辛ュリティ I 

ヴルづちまたはユーザーを喧)：_ 

较 Everyone 


お加屯)... I mm 」 

Everyone のアウたス許可を） 评巧 拒ち 


7ルエ/卜□ール 
変を 
i 売み巧り 


三| TI 
目目目 

H 囚囚囚囚囚 


nnn 

S 囚囚 
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7 ル ID 卜□ール 
蛮更 

請み■取りと実行 
7オルタの内容の一臣表示 
南み■巧口 
まきをみ 


ミを 表 向るには、 尚 


9. K 下の画面で、[選択するオブジェクト《を入力してください]欄に everyone と入力し、[ぶ前の確 

認]ボタンをクリックします。ぶ前が確認されたら、 [0K] ボタンをクリックします。 



10. [グループぶ または ユーザぶ] 欄で everyone が選択されていることを確認し、 [フルコントロール] 
の[許可]のチェックボックスを有効にして [OK] ボタンをクリックします。 


^ウセスを巧のカス々マイズ BBI 


共ちのアウたス旨午巧た辛ユリテイ I 
ヴルづちまたはユーヴーを(旦)： 


の Administrators tIL ES VI ¥ Administrators ) 


巧 CREATOR OWNER 


巧 Everyone 

巧 SYSTEM 


gS Users ( FILESV 1¥ Users ) 


お加(耻. 

肖 IJ 瞄昭 


Everyone のアウたス评巧を） 旨午巧 拒ち 


_ 0 K __ 辛 , ytz ル 

11. [完了]ボタンをクリックします。 

12. 設定内容を確認し、[閉じる]ボタンをクリックします。 


回囚囚囚囚囚 


d 


nnnnnn 
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2.1.2 クライアントからアクセスする 


ここでは NET USE コマンドを使用してアクセスする方法について記載します。 


1. クライアント PC でコマンドプロンプトを起動します。 

2. K 下の構文でコマンドを入力して Enter キーを押下します。 

net use くドライブ:>¥¥くコンピュータ《または IP アドレス>¥く共有ぶ> 

【注意】管理 PC で ロ グ オン している ユーザぶと パ スワードが、ドメインコントローラ や iStorage 
NS に登録されている ューザと 異なる場合は、 ューザぶと パ スワー ドの入力を要ホされま 
すので、画面の指示に従って入力してください。 

例えば、 W 下のコマンドを実行すると、コンピュータ《が FILESV 1 の共有 soumu が、クライアン 
卜 PC に G ドライブとして割り当てられます。 

net use g : ¥¥ filesv 1 ¥soumu 

3. コマンド正常終了のメッセージが表示されたら、コマンドプロンプトを閉じます。 

4. クライアント PC のマイコンピュータまたはエクスプローラに、項番 2 で指定したドライブが追加 
されています。このドライブを開くことで共有領域にアクセス可能です。 


VVindows ( SMB ) 共有の詳細については 【 管理者 ガイド（詳細編） 2.1 Windows クライアントからアクセス 
する 】 を参照してください。 
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2.2 UNIX クライアントからアクセスする 


UNIX クライアントから NFS プロトコルを使用して iStorage NS 上の共有フォルダにアクセスすることが 
できます。複数の UNIX クライアントから iStorage NS 上の共有フォルダにアクセスする場合は、 NHS サー 
バを使用し、 UNIX と Windows ユーザ/グループをマッピングします。 

また、 iStorage NS がドメインに参加している場合は、 ServerforN にを利用することで、ドメインコント 
ローラ 上での ユーザ 管理が容易になります。 

詳しくは、 【 管理者 ガイド（詳細編） 2.2 UNIX クライアントからアクセス する 】 を参照してください。 

ここでは、ワークグループ環境において、簡易マッピングの機能を使用して Windows、UNIX の同一のユ 
ーザぶ、グループぶをマッピングするホ法と、: SA 下の設定で NFS 共有を作成する手順について説明します。 


設定項目 

設定内容 

共有設定するフォルダ 

d:¥soumu 

共有ぶ 

soumu 

共有のアクセス権 

Everyone フルコントロール 

Passwd フ アイノレ 

D:¥passwd 

Group ファイル格納先 

D:¥group 

マッピング 

Windows ユーザぶ t-yamada 

UNIX ユーザぶ ta_yamada 


【事前準備】 UNIX 側の passwd ファイルと group ファイルを D ドライブ直下に格納してください。 

【注意】 UNIX の root ユーザのアクセスに関しては詳細編でご確認ください。 


【手順】 

1. ユーザぶとグループぶを マツ ピングする 

2. NFS 共有を作成する 
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2.2.1 ュ -- ザぶとグル--プぶをマッピングする 


1. 管理 PC よりリモートデスクトップで iStorage NS に接続します。 
【リモート デスクトップの接続ホ 法】 


2. [Windows Storage Server Managemen 口 画面で [NFS 用 Microso けサービス] 

グ]を右クリックで [プロパティ] を選択します。 


Windows Storage Server Management 


围 7 アイル® 巧巧(が 亲示 W ウィンド om 


I を I 阻 I 爵向 


Ikj Windows Storage Server Management 

を.晒!うァ■も巧-パーお昔埋记-茄5 

自..魔 NFS 巧 Microsoft サーピス 

叩虽 トピスの剛地 
■ サーピス加亭止くが 


つアイルサーバ’ 


1 


f NI 
NI 

E Efl 刷0 - 


マがのバクウアップ巧がを)... 
マつプ加宜元©… 


ここからおしいウ■むドウ娜 


プ□バティ啞 


AJ レブ (H.) 


7アイルサーバ 
ル■^のァゥピリ 
巧されます。。 


ナリオ： liAT - m ? 

晶月を表おれま3 


ちちのをま 


ドィスウわよ U ポリュ 


[ユーサーマツ ピン 
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3. [ユーザーぶ マッピングのプロパティ] 画面で [パスワードファイルとグループファイルを 使用する] 
を選択して下記設定内容を入力し、陋用]ボタンをクリックします。 


設定項目 

設定内容 

パスワードファイルのパスとぶ前 

D:¥passwd 

グループファイルのパスとぶ前 

D:¥group 
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4. [簡易マッピング]タブより、[簡易マップを使用する]のチェックを有劾にして、 [ Windows ドメイン] 
欄のコンピュータぶが自分自身のコンピュータぶであることを確認し、 [ OK ] ボタンをクリックしま 
す。 



一ちマサむヴの加徊ィ 




圳だ2-ヴ-のリ-スむ；？ I 

わ^^のユ-ヴ-巧り>化 Whdws わイ:^ュ-ザ， m ゥ 


ド觸巧喝 S 辟 ？® i 


パスロードつ7イかウルーブ っ7イ 

黛||»が種身謝む…"。"。卜查 


WrtklFVS が： 

1W 川の/1 

- 旭巧。巧-淵 W サ - If が。。巧- 

数ぃドがンを" E ドパ、 J 刊。りゴ巧ななお巧姑 J 



OK 1 かンむ [< 」 巧用 WW 口 
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2.2.2 NFS 共有フォルダを作成する 

1. [エクスプローラ] を起動し、ボリューム ( D :) に soumu フォルダを作成し ます。 



2. soumu フォルダを右クリックして [プロパティ] を選択し ます。 
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3. [soumu の プロパティ] 画面の [NFS 共有] タブで、[このフォルダを 共有す る]ボタンを選択してな下 
の情報を入力し、[アクセス権]ボタンをクリックします。 


設定項目 

設定内容 

共有ぶ 

soumu 

エンコード 

EUC-JP 



【注意】エンコードは、 UNIX クライアントの設定に合わせる必要があります。 
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4. [NFS 共有アクセス権]画面で下記を設定し、 [0K] ボタンをクリックします。 


設定項目 

設定内容 

アクセス権の種類 

読み取り及び書き込み 



5. 下記の画面に戻ります。[適用]ボタンをクリックします。 
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続いて、 [ セキュリティ ] タブで[追加]ボタンをクリックします。 


7ル〕シト□ール 
変是 

請み取りと実巧 
つホ) L ■グの巧容の一居表示 
請み巧口 
まき込み 

止+，-ム丄.— ■ し I - —•- し— I - 


謹麻す る[こ 謂 


0 K 1 キ枯たル I 適用(が I W レブ 


nfs のブ□バテイ 


创吉 I I 共ち 1 t 辛ユリテイ I Web 共ち I カスタマイぶ I N に共ち I 
クループちまたはユーザーを踏 


Jj ぶ] 


Ad mini 

strators 

(NAS-NEC¥Admini 

strators) J 


^CREATOR OWNER 
拉 SYSTEM 

® Users (N AS-N EC ¥ Users) 


Administrators のアクたス评巧 ( 巳） 


追加屯 )… J 肖り蹄 (R) ^ 


許可 


拒里 


[ユーザー またはグループの選択]画面で[選択するオブジェクトぶを入力してください]欄に 
everyone を入力し、 [ OK ] ボタンをクリックします。 


がむな W 巧がも做し。微、空 I 
I ユ—ザ=7かし二す廣5!ル H ■ンがみ子< 巧—ン：;パル- 


ぶ 

がり王りお目が ..I 


巧巧をおおしてくがいを 


|ftlesvi 

巧^山し 1 

ぶお#がブたクトををん力して化な W 倒)替 



の 0fvon& _を佩施 S 盼 I 





齡励定地-.1 

1 ! 

1 0 K 肅 

か F 如レ1 


目目目一 

囚囚囚囚囚回 I 
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7 ル ID 卜□ール 
蛮を 

i 売み■巧りと実行 
つすル巧の内容の一廣表示 
I 売办巧り 
まき込み 


n 聲鷄蹟離靜腸を表示す™ 


追加屯 )...I 肖 1] 陆(枉 I 

Everyone のアウ t ス评巧 ( 巳） 目牛巧 拒ち 


按 Administrators CN AS- N EC ¥ Ad m in istrators) 
皮 CREATOR OWNER 


口 SYSTEM 

gS Users CNAS-NEC¥Users) 


OK 


今仪たル 


適用(互 ） I 


■^■ルプ 


Jj ぶ! 


をお 1 共ちた单ュリテイ I Web 共ち I カスタマイぶ I NFS 共ち I 
ジループちまたはユーザーを(却 


8. が下の画面で、 [Everyone のアクセス許可]の [フルコントロール] の[許可]のチェックを有劾にし 
て [0K] ボタンをクリックします。 


NFS 共有の詳細については 【 管理者 ガイド（詳細編） 2.2 UNIX クライアントからアクセス する 】 を参照し 
てください。 

アクセス許可については、本書の 【 3.1 アクセス権を管理す る 】 を参照してください。 

2.2.3 UNIX クライアントからアクセスする 

ここでは、 UNIX の 管理 ユーザに よる NFS フォルダの マウント及び UNIX ユーザでの アクセス ホ 法に つい 
て説明します。 

【注意 】 UNIX ユーザでの マウント方法に ついては 別途 mount コマンドをご確認く ださい。 

1 .UNIX クライアント側の管理ユーザで下のコマンドを実行します。 

mount -t nfs [iStoraae サーバの IP アドレス]: [NFS サーバの共有フオルダ][マウントポイント] 


2. UNIX クライアント側の ユーザで1 .のマウントポイントへ移動し ます。 

cd マウントポイント 


Everyone 


nfs のブ□"テイ 


d 


nnnnn 目 


囚囚囚囚囚囚 
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2.3 Macintosh クライアントからアクセスする 


Macintosh クライアントから AppleTalk プロトコルを使用して 、 iStorage NS 上の共有フォルダやフアイル 
にアクセスできます。 

ここでは W 下の設定で AppleTalk 共有を作成する手順について説明します。 


設定項目 

設定内容 

ゾーン 

nec . co.jp 

AppleTalk ワークステーシヨンのサーバーぶ 

FILESV 1 

ログオンメツセージ 

任意 

ワークステーシヨンにパスワード保存を許可 

チェック無劾 

セツシヨン数 

無制限 

認証を有効にする 

Microsoft のみ 

フォルダパス 

d:¥soumu 

共有ぶ 

soumu 

説明 

任意 

ューザー 数制限 

無制限 

このボリュームは読み取り専用 

チェック無効 

ボリユームパスワード 

任意 

共有のアクセス権 

読み取り、書き込み 


【注意】 この手順では、 Macintosh クライアントから iStorage NS の共有にアクセスする際に Microsoft 

UAM を使用するよう設定します。この場合、 Macintosh クライアントに Microsoft UAM がイン 
ストールされている必要があります。詳細は 【 管理者 ガイド（詳細編） 2.3 Macintosh クライ 
アントからアクセス する 】 を参照してください。 

【手順】 

1. サービスを開始する 

2. AppleTalk アクセス用の LAN ポートを選択する 

3. AppleTalk サーバを構成する 

4. 共有を作成する 
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2.3.1 サ^ビスを開始する 


卷 ESM Mylex Service 
韻 ESM Storage Service 
MCom monSer V ice 
% ESM Disk Array 
%ESMFSService 
に MLANSemce 
%ESRAS Utility Service 
鐵 Event Log 
^^File Replication 


Enables e... 
Allows fN... 


鄉 File Server Resource Manager Provides ... 
鄉 File Server Storage Reports ... Provides ... 

FTP Publishing Service Enables t... 

鄉 Help and Support ヘルプとサ ... 

% HTTP SSL This servL 


をお / im が態 


I □ジオ >l 

Local 

Local 

Local 

Local 

Local \ 

Local 

Local — 

Local 

Local 

Local 

Local 

Local 

Local 

Local 



3 障 i 曾 四； 


> ■ II 


File Server for Macintosh 

i が月： 

Enables Macintosh clients to store 
and access files on this server. If this 
service is stopped. Macintosh clients 
will not be able to access this server. 
If this service is disabled, any 
services that explicitly depend on it 
will fail to start. 


1. 管理 PC よりリモートデスクトップで iStorage NS に接続します。 

【 リ モートデスクトップの接続ホ 法 】 

2. 管理者メニューの[サービス]を起動します。 

【 .巨- 理者 メニュー につ レ、 て 】 

3. [File Server for Macintosh ] をダブルクリックします。 


だ ^ File Server for Macintosh 


ム□ム□ム□ム□ム □ 
4^ 4^ 4^ 4^ 4^ 

0^ 


ム□ム □ 

閲閲 


ムロ 

閲 


ム□ム□ム □ 
4^ 4^ 4^ 

ををを 


旣旣旣旣旣础旣旣旣 

白白白自白化 W 白自キ 


旣旣旣み旣 

白手白白 ij 
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4. K 下の画面の[全般]タブで[スタートアップの種剩を[自剩に変更し、陋用]ボタンをクリッ 
クします。 



5. [開始]ボタンをクリックしてサービスを開始します。 
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6. [サービスの 状態]が[開始]になっていることを確認して [0 K ] ボタンをクリックします。 



7. [サービス] 画面を閉じます。 
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2.3.2 AppleTalk アクセス用の LAN ポ -- 卜を選択する 

【注意】 Macintosh クライアントとの通信に使用できる LAN ポートは1ポートのみです。 

1. 管理 PC よりリモートデスクトップで iStorage NS に接続します。 

【 リモート デスクトップの接続 方法 】 

2. 管理者メニューから[ネットワークのプロパティ]を起動します。 

【 .巨' 理者メニューにつレ、 て 】 

3. Macintosh クライアントとのアクセスに使用する LAN ポートを右クリックし、[プロパティ]を選択 
します。 
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4. [AppleTalk Protocol ] を選択して[プロパティ]ボタンをクリックします。 



5. 下記設定内容を指定して、 [0 K ] ボタンをクリックします。 


設定項目 

設定内容 

このアダプタで着信接続を受け入れる 

チェックを有効 

そのシステムが表示されるゾーン 

nec . co.jp 



6. [閉じる]ボタンをクリックします。 
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2.3.3 AppleTalk サ -- バを構成する 

Macintosh クライアントから見える iStorage NS のサーバぶ、ログオン時の表示メッセージ、セキュリティ 
設定、セッション数を設定します。 

1 .[Windows Storage Server Management ] 画面の左ツリーで[フアイルサーバーの管理]一[共有フ 
オルダの管理]一映有フォルダ]を右クリックし、 [ Macintosh 用のファイルサーバーの構成]を選 
択します。 


c 

Windows storage Server Management 

を 7 ァイルの概がか 奉元 W 

ウィ> ドウ娜ヘルプが 

和与 

を fi^l 陵藍 同" 



□ 

白.. 


.围 7 アイ n 

百… を 77 


Windows Storage server Management 
ルサーバーの昔巧（□一カル） 

'ァイルサーバーリソースマネージ 

面" 兴 ウォ-クの昔巧 
を..歲 7ァイルスウリー:/の昔巧 
^ み 記I席域レポ-卜の昔巧 
回を DFS の昔巧 
i を-占をお空間 
!を.竭レプリな-ショ> 

白…^共ち 7オルグの 昔巧 
回每 


白 

自…崔) T イスな 
デイ 


白 国 

白すバて ( 


宅!前 


白共ち 
白)た。シヨ:/ 

0 P 部、ている 7 アイル 


Macintosh 巧7アイルサー卜の椿成町.. 


てのタスが K ) 


奉元 W 

ここから串斤しいウイ:/ドウ M 


T イ ー 


白 - gli サーピス 
回. 齒イ Iv 


覽の1ウスポート ( U .. 


AJ レプお） 
白 .. fflVO System 


a 

五 
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2. K 下の画面で下記設定内容を指定し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 


設定項目 

設定内容 

AppleTalk ワークステーシヨンのサーバーぶ 

FILESV 1 

ログオンメツセージ 

任意 

認証を有効にする 

Microsoft のみ 

ワークステーシヨンにパスワード保存を許可 

チェック無劾 

セツシヨン数 

無制限 
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2.3.4 共有を作成する 


7オルタパス _ Li： 

C：¥WIN DOWS Wi 

C：¥ Wi 

D：¥ Wi 

Wi 


L] Windows Storage Server Management 
白.西 7 ァイルサーバーの昔巧记一かい 
を.. を 7ァイルサーバーリソースマネージ 
面み DFS の肯巧 
白…^共ち7オルタの昔巧 
回" Q 共ち7オルタ 



白 t , 
白閲 C 

b ディスウ te よ 
サーピスとア 


回. 脚 Microsoft Ser\ 
回# E^l 帖昔巧 


2. ウイザードが表示されますので[次へ]をクリックします。 



. 巧視巧成咱) 


' 


表示咕） 

ここから新しいウイ:^ド om 


最巧の憎卽じ更巧(巳） 
一臣のIウスポート (U.. 


AJ レプ (H.) 


1. K 下の画面の左ツリーで[ファイルサーバーの管理]一[共有フォルダの管理]一[共有フォルダ] 
一[共有]を右クリックし、[新しい共有]を選択します。 


|i Windows otordee server Management 


を 7 ァイルの抑がが 亲子 M ウィシドウ W AJ レプ ( 出 

和- ► I を I 阻 I 固匿 ■! 蘆を I 擅 


巧しい共ち®. 


共 


百房房白 
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3. 下記設定内容を入力し、[次へ]ボタンをクリックします。 


設定項目 

設定内容 

フォルダパス 

d:¥soumu 



4. [Apple Macintosh ユーザー]のチェックボックスを有効にして下記設定内容を入力し、[次へ]ボタ 
ンをクリックします。 


設定項目 

設定内容 

共有ぶ 

soumu 

説明 

任意 



【注意】 Windows クライアントからアクセスさせない場合は 、 [Microsoft Windows ユーザー]のチェッ 
クボックスを無劾にしてください。 
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5. [アクセス許可]画面で院了]ボタンをクリックします。 


C ：¥ WIN DOWS 
C ：¥ 

D：¥ 

なに ROSOFT UA. 
が sou mu 


Windows 0 

Windows 0 

Windows 0 

Windows 2 

Macintosh 0 

Windows 0 



共../フオル填瓜 タイブ ウライ ' 


Lj Windows Storage Server Management 
を.哦 7 ァイルサーバーの昔巧 （ □一かい 
= 白 … 注 7 ァイルサーバーリソースマホージ 
■ 白 … 逝 ウォ-加谐巧 

面 •盛 7ァイルスウリー:/の昔巧 
^ み 記情域レポ-卜の昔巧 
回み D にの昔巧 
i •… ^ をお空間 
I を..顯レブリか-ショシ 
百 - fei 共ち 7 ォルヴの昔巧 
白… Q 共ち:7オル巧 
.自共ち 


巧た 


共ち 

化の巧巧 

sou mu 

化の巧巧 


8. な下の画面で[このボリュームは読み取り専用]のチェックボックスを無効にし、ボリ 
ワードを設定する場合は、[パスワード]欄に入力して [ OK ] ボタンをクリックします。 


-ムパス 


をお I 料ュリティ I 


共ちを ( N ): 

7 おし巧パス ( 巳)： |D：¥SOUMU 

「2—ザー飄利限- 
f 無制限 ( M ) 

广最亢 W ) 

-SFM ボリュームの t 辛ユリテイ : 




バスつ-ドを )：I 

厂この'脚； iF ム Hi 完嚴3脚鲜梢 mi 


OK 


辛が yt ル 


適邸旦） 


6. [閉じる]ボタンをクリックしてウイザードを終了します。 

7. 作成した soumu 共有をダブルクリックで開きます。 


r Windows り toraee server Management 


を 7 ァイル© }刺がが 亲元 . W ウィシドウ靜 _AJ レブが 

^ -► I 直 I 面 '1 顧固匿 ■ i 藝间- 


U のブ □"テイ 


B 町 


D:¥SOUMU Macntosh 


画 ss2l i 圓 

白曰每白国白 晒 


59 




















































2.3.5 クライアントからアクセスする 


Macintosh クライアントからのアクセス方法等、 AppleTalk 共有の詳細については、 【 管理者 ガイド（詳細 
編）_ 2.3 Mainntosh クライアントからアクセス する】 を参照してください。 
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2.4 FTP クライアントからアクセスする 

FTP 共有の設定は管理者メニューよりインターネットインフォメー シヨンサービスを起動して行います。 
ここではが下の設定で FTP 共有を作成する手順を説明します。 


設定項目 

設定内容 

コンピュータぶ 

FILESV 1 

フォルダバス 

d:¥soumu 

ェイリアス 

soumu 

共有アクセス権 

読み取り、書き込み 


2.4.1 共有を作成する 


1. 管理 PC よりリモートデスクトップで iStorage NS に接続します。 

【 リ モートデスクトップの接続 方法 】 

2. 管理者メニュ^一から[インタ^ーネットインフォメ^ーシヨンサ^ービス]を起動します。 

【ク 呂' 理者メ ニューにつ V 、 て J 


3. [ FILESV 1 (ローカルコンピュータ）] 一 [ FTP サイト] 一 [Default FTP Site ] を右ク リックし、 [新 
規作成]一[仮想ディレクトリ]を選択します。 


四 


Manager 


り 7 アイルの 棵 m が丟元 W 0 知ド om ヘルプお） 


^ -► I 臣 ] 向 I 顧固匿 ■ I 賣团 I 畳 I 


お Internet Information Services 

回-が FILES VI (□一カル ID ピューが 
回, 一] FTP サ仆 

1 - 

を .. 。 アプリケ-た 

1 ご ■ I I I I I ■* I 


I 就目 I 仔 


P Default Web Site 


1 ウスプ □ ーラ(を 
問く哈） 


甲亡：イ t .. ァ。岳肺の 


… i‘J Web サーじ 


韋昭 ( 昼） 


問おを） 
f 亭ム ( 巳） 

一時巧ム ( 互） 


すパ : てのウスウ ( に） ► 

ここから新しいり心ドり m 


FTP サイト ( む .. 

FTP サ仆りァイルから ) 邸 . 


版想ディレウトリ地 … 


版想ディレウトリ (7 アイルから)屯)… 


肖 IJ 蹄屯） 

をおの蛮更 (M) 


61 



































4. [次へ]ボタンをクリックします。 


5. [エイリアス] 欄に下記設定内容を入力し、 [次へ] ボタンをクリックします。 


設定内容 

設定項目 

ェイリアス 

soumu 





6. [パス] 欄に下記設定内容を入力し、吹へ]ボタンをクリックします。 


設定項目 

設定内容 

パス 

d:¥soumu 


肪坦ディレウトリの巧ぶウィサード 


FTP サイトのコンテンツのディレウトリ 

FTP サイト上で発行する ] ： / テンツがある塌印对旨ミしてください。 


この FTP サイトの ] シテシツを含むディレウトリのバスを人力してください。 

バスを)： _ _ 

「 d わ oumul を胆晒 



<戻る©)」 ；■か\(が> i 辛*：/もし」 
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[読み取り]と[書き込み]のチェックボックスを有効にして[次へ]ボタンをクリックします。 



8. [完了]ボタンをクリックします。 

2.4.2 クライアントからアクセスする 

FTP 共有へのアクセスには、 FTP クライアントソフトウェアを使用します。アクセスの方法については、 
各ソフトウェアの使用方法に従って下さい。例えば、 Windows クライアントで FTP コマンドを実行する 
には、コマンドプロンプトを開き 、 "ftp く iStorage NS の IP アドレス/完全修飾ぶ >" と入力することで 
FTP アクセスが可能です。 
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2.5 Web ブラウザからアクセスする 

HTTP 共有の設定は、管理者メニューよりインターネットインフォメーションサービスを起動して行いま 
す。ここでは K 下の設定で HTTP 共有を作成する手順を説明します。 


設定項目 

設定内容 

コンピュータぶ 

FILESV 1 

フォルダパス 

d:¥soumu 

ェイリアス 

soumu 

共有アクセス権 

読み取り、書き込み、参照 


2.5.1 共有を作成する 


1. 管理 PC よりリモートデスクトップで iStorage NS に接続します。 

【 リ モートデスクトップの接続 方法 】 

2. 管理者メニューの [インターネット インフォメーション サービス] を起動します。 


3. り^ 下の画面で [ FILESV 1 (ローカルコンピュータ)] 一 [ Web サイト] 一 [Default Web Site ] を右ク 

リックし、[新規作成]一[仮想ディレクトリ]を選択します。 


i internet Informat 


り 7アイル® 棟巧地最元 . W ウィンドウ m 


^ -► I 臣] を I 間 回 I 薛四 I 里 I 


Fjj Internet InformaTion services 
白'''.か FILES VI(□一カル〕シピユータ) 
白.. じ Hftp サイト i 
を''。 ア7リ^7--；_'ョー'ブール 
百'。 Web サイト 
を'' Wl 


i が月 


1齡 I 仔 


@ Default FTP Site 


....1 J Web サー t 


1 ウスプ□ーラ(臣 
間く呀 

アウたス i 午巧の 

mm 


間お呀 
f 亭止を） 

一時巧止(が 


すパ;てのタスウ(位 ► 

ここから巧しいウイ:/ドウ W 


肖 IJ 瞄屯） 

をおの蛮更 ；( M ) 


Web サイ ト m ... 

Web サイト （77 イルから)を)... 


版想ディレウトリ邮… 


版想ディレウトリかイルから)(耻. 
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4. [次へ]をクリックします。 


5. [エイリアス] 欄に下記設定内容を入力し、[次へ]ボタンをクリックします。 


設定項目 

設定内容 

ェイリアス 

soumu 


あ想ディレウトリの巧巧ウィザード 


巧想ディレウトリエイリアス 

この侦想ディレウトリにおいちおまたは I イリアスを指走してくだぎい。 


强離黯な端麗^離!^ 巧す る" I 」 のを 力して ください。 デイ レ。 卜 U を ホを 



X イリアス ( 互 ): 


|soumu| 


<戻る(昼) _[ 油■^地 )> i _ 辛ル」 


6. [パス] 欄に下記設定内容を入力し、[次へ]ボタンをクリックします。 


設定項目 

設定内容 

パス 

d:¥soumu 
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[仮想デイレクトリにアクセス許可]の[読み取り]、[書き込み]、[参照]のチェックを有効にして[次 
へ]ボタンをクリックします。 



[完了]ボタンをクリックします。 
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2.5.2 クライアントからアクセスする 


ここでは、 Windows クライアントから Internet Explorer を使用してアクセスするホ法について記載します。 

1. Windows クライアントで Internet Explorer を開き、[ファイル]一[開く]を選択します。 

2. [ファイルを開く]画面の [Web フォルダとして開く]のチェックを有劾にします。 

3. [開く]欄に http :// または https :// で始まる HTTP 共有フォルダの URL を入力し、 [0 K ] ボタンを 
クリックします。 

4. 認証画面が表示されたら、ユーザぶとパスワードを入力して [0 K ] ボタンをクリックします。 

【注意】 クライアント PC でログオンしている ユーザぶ とパスワードが、ドメインコントローラ 
や iStorage NS に登録されているユーザと一致する場合、また匿ぶアクセスが有効にな 
っている場合は、認証画面は表示されません。 

5. エクスプローラ 形式の画面で共有領域が開きます。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


アクセス権を管巧する 

SMB 、 NFS 、 AppleTalk などの共有のアクセス権を設定•変更する手順について説 
明します 

ユーザが使用できる容量を制限する 

ユーザごとに制限を行うディスククォータとフォルダごとに制限を行うクォータの 
管理機能を使用して容量を制限します 


ファイルの拡張子で書き込みを制限する 

ファイルスクリーン機能を使用して iStorage NS 上の共有フォルダに保存できるフ 
アイルの種類を制限します 


ファイルやサブフォルダを検索する 

インデックスサービスを利用し、共有フォルダにアクセスしたクライアントからフ 
オルダ/ファイルの高速検索ができるようにします 


ディスク使用状況のレポートを作成する 

記憶域レポート機能を使用して iStorage NS のディスクの使用状況をレポートとし 
て配信します 

複数サーバの共有フォルダを統合する 

DFS を使用して複数サーバの共有を1をのサーバ配下に統合し、共有フォルダへの 
アクセスの簡素化を図ります 


ディスクスペースを有効活用する 

S にを使用して同ーボリューム内の重複するファイルを1つにまとめることでディ 
スクスペースを節約できます 



3-1 アクセス権を管理する 

3.1.1 Windows(SMB) 共有のアクセス権を管理する 


Windows ( SMB ) 共有のアクセス権には共有レベルのアクセス権とファイルシステムレベルのアクセス権が 
あります。共有レベルのアクセス権はネットワークアクセス時に適用されるアクセス権で、ファイルシス 
テムレベルのアクセス権は共有フォルダ内のフォルダやファイルに適用されるアクセス権です。この2つ 
のアクセス制御を組み合わせることで、細かなアクセス制御を行うことができます。 

例えば、共有フォルダやファイルにタオし、グループ A のユーザにはフルコントロールの許可を与え、グル 
ープ B のユーザはフォルダやファイルを開くことしかできない（読み取りのみ）などという設定もできま 
す。 


共有レベルでのアクセス制御では everyone にフルコントロールの権限を設定し、フアイルシステムレベル 
でのアクセス制御で個々にアクセス権限を設定するのが一般的です。 

ここでは、な下の設定で Windows ( SMB ) 共有のアクセス権を設定する手順について説明します。 


設定項目 

設定内容 

共有レベルのアクセス権 

everyone : フルコントロール 

ファイルシステムレベルのアクセス権 

administrators : フノレコント ローノレ 

所有者：フルコントロール 

soumu-g グループ：変更 

Users グループ：読み取り 
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3.1.1.1 共有レベルのアクセス権を設定する 


K 下の表では、アクセス許可のレベルごとに可能な操作について説明しています。 


アクセス許可 

許可する内容 

フルコント ロール 

すべての変更許可に加え、アクセス許可の変更 （ NTFS ファイルおよびフォル 

ダのみ） 

変更 

すべての読み取り許可に加え、ファイルとサブフォルダの追加、ファイル内容 

の変更、サブフォルダとファイルの削除 

読み取り 

ファイルぶとサブフォルダぶの表示、ファイルのデータの表示、プログラムの 

実行 


共有の作成およびアクセス権の設定については、本書の 【 2.1 Windows クライアントからアクセス する 】 を 
参照してください。 
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3.1.1.2 ファイルシステムレベルのアクセス権を設定する 


K 下の表では、アクセス許可のレベルごとに可能な操作について説明しています。 


アクセス許可 

適用される特殊なアクセス許可 

フルコントロー 

ノレ 

変更の許可に加え、サブフォルダとファイルの削除、アクセス許可の変更、所有権の 

取得 

変更 

フォルダのスキャンとファイルの実行、フォルダの一覧/データの読み取り、属性の 

読み取り、拡張属性の読み取り、ファイルの作成/データの書き込み、フォルダの作 

成/データの追加、属性の書き込み、拡張属性の書き込み、削除、アクセス許可の読 

み取り、同期 

読み取りと実行 

フォルダのスキャンとファイルの実行、フォルダの一覧/データの読み込み、属性の 

読み取り、拡張属性の読み取り、アクセス許可の読み取り、同期 

フォルダの内容 

の一覧表示 

フォルダのスキャンとファイルの実行、フォルダの一覧/データの読み込み、属性の 

読み取り、拡張属性の読み取り、アクセス許可の読み取り、同期 

読み取り 

フォルダの一覧/データの読み込み、属性の読み取り、拡張属性の読み取り、アクセ 

ス許可の読み取り、同期 

書き込み 

ファイルの作成/データの書き込み、フォルダの作成/データの追加、属性の書き込 

み、拡張属性の書き込み、アクセス許可の読み取り、同期 


1. 管理 PC よりリモートデスクトップで iStorage NS に接続します。 

【 リ モートデスクトップの接続ホ 法 】 

2. エクスプローラ 等で共有 フォルダのプロパティを 開き、 [セキュリティ] タブを選択します。 
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3. 共有フォルダのプロパティの画面で[追加]ボタンをクリックします。 


7ル ] シト□ール 
変是 

i 売み■おりと実行 
7ォ J レタの巧容の一臣表示 
読み取り 
まき込み 

特殊なアウたス i 牛巧または詳础設定を表示するには、[1¥ 
を田設冠を州ッウしてください。 


i お iiS ち(V) J 


0K キもし 迪邸互 ) 


を股II 共ちのアウたス i 午巧 I た单ュリテイI 
クループをまたはユーザーを(日)： 


巧 CREATOR OWNER 
巧 SYSTEM 

gS Users (FIL ES VI ¥ Users) 


Administrators のアウたス i 牛巧(巳） 


追加屯)… J _刖瞄(固 J 


I 牛巧 


拒ち 


4. が下の画面で、[選択するオブジェクト《を入力してください]欄に soum い g と入力し、[名前の確 
認]ボタンをクリックします。ぶ前が確認されたら、 [ OK ] ボタンをクリックします。 


オプジIウトの桂実目を遇巧してください呀： 


Iユーザー、クルーブまたはピルトイシた辛ユリティブリシシバル 

場所を;旨ちしてください©: 

[FILES VI 

遇巧するオプジ I ウトをを入力してくだざい (M)®: 


オプジ I ウトの種躁(曲.. 


塌巧 (U.. 


FILES VI わ OU mu - 臣 


齡田設お互 )… 


宅]前のお記吃） 


0K 


J 辛たル J 


A 


ーサーまたはクルーブ の这お 


Administrators (FIL ES VI ¥ Administrators) 


soumu のブ□"テイ 


斗 I 二 

nnnnnn 

囚囚囚回囚囚 
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しぶお J アウ t ス許可 し細を元 |適用を 


Administrators ^FIL に VI ... 

7 ルコシト□ール 

く地?をなし> 

この 7 オルタのみ 

soumu-g (FIL に VI わ ou ... 
Administra わ rs tIL に VI … 
SYSTEM 

CREATOR OWNER 

Users ( FILESVl ¥ Users ) 
Users O^IL ES VI ¥ Users ) 

変を 

7ルコシト□ール 

7ルコシト□ール 

7ルコシト□ール 
i 売み巧りと実巧 
特殊 

く地库けよし> 

D :¥ 

D ：¥ 

D ：¥ 

D .¥ 

D ：¥ 

このつオル巧'、 サプ7オル巧わ... 
このつオルタ、 サ乃オル巧わ... 
このつオル巧、 サプ7オル巧わ... 
サプ7オル巧と7アイルのみ 
このつオルん サプ7オル巧わ… 
このつホル巧ヒサづフオル巧 


追加が... I 漏集を)…^_肖リ瞄(が 


C 親'がらの離を巧■能'なでりちス許'^ちこのすブで王ウドど子牙す'乃なドす^で(ご惊廷できるおじじ r ぞむらをここで ’ B 断 7 的に策養 
I 'まれてし质ものに昔故る地)' . 


厂子がジ I ウトすバてのアウたス评巧。トリを、ここに表示されているェ: V トリでモオプジ I ウトじ適巧するもので置換するを) 


五占と之制 MIMM を表示します。 


0 K j _軒にホル」_適巧叫 


7ル ] シト□ール 
変是 

i 売み■お口と実行 
7ォ J レタの巧容の一臣表示 
i 売み巧り 
まき込み 


のたキュリティの註 a 記ミ 00 ] 


アウとス评巧1臣童1巧ちを1ち如なアウとス!牛巧1 
特殊むアウたス許可の i 卽田を表示するには、アウたス許可じ■トリを遇巧してから、[福集]をウリッウしてください。 
アウたス許可こ小リの： 


H 聲謂蹟憩讚?。醜を表示観群 


i お iiS ち( V ) J 


5. [グループ 《または ユーザぶ] 欄で soum い g が選択され ている ことを確認し、陵更]の[許可のチ 
エックボックスを有効にして陋用]ボタンをクリックします。 


6. [詳細設定]ボタンをクリックするとな下の画面が表示されます。 

[親からの継承可能なアクセス許可をこのオブジェクトと子オブジェクトすべてに伝達できるように 
し、それらを明示的に定義されているものに含める]のチェックボックスを無効にします。 


OK キもし 迪邸互) 


按 Administrators (FILESV1 ¥ Administrators) 

巧 CREATOR OWNER 
巧 soumu-g (FILES VIわ oumu- 巨） 

巧 SYSTEM 

gS Users (FIL ES VI ¥ Users) 

加屯)... I mm J 

soumu-g のアウたス i 牛巧を） I 牛巧 拒ち 


を股 II 共ちのアウたス i 午巧 I た单ュリティ I 
クループをまたはユーザーを(日)： 


soumu のブ□"テイ 


留留留 


nnnnnn 

□ o 囚囚囚囚 
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7. K 下の画面で [コピー] ボタンをクリックします。 


Admin istrators (FIL ES VI ... 

soumu-g (FILESV1¥sou... 
SYSTEM 

CREATOR OWNER 
Users ES VI ¥ Users) 

Users ES VI ¥ Users) 


刀し ]> 卜□ール く地?をなし> このつオルん サでオルヴも… 

変更 く地?をない このつオルん. サ乃オルリお… 

刀し ]> 卜□-ル く地?をなし> このつオル巧、 サ乃オルタお... 

7ル]> 卜□ール く地库けよし > サ乃がレ巧と7 了イ J レのみ 

議売み巧口と実巧 く地库けよい このつオルん サ乃オルリお… 

特殊 く地をむい このつホルを’ヒサ乃オル巧 


お加しの… I 漏集を)…^_ 'mm 


广組がらの拙歌巧 ! 打よでりちス許可をこのすブで巧 ' ドど半才了ヴ巧 ' ドす :^ てに稔谨できるおににぞむらをここで | 明击 ' 的[ご策需 
妾れてし:'るものにな故る峭 . j 

厂モ寸プジ巧卜すバてのアウたス评巧 1 ： / トリを、ここに表示されている 1 ： / トリでモ寸プジ :[ ウトに適巧するらので置換するを） 


玄占と を表示します。 


0 K I 辛たル」 迪巧み）」 


セキュリティ 


み 


このオプシもを遇巧すると、モオプジ1ウトじ適用される視のアウ t ス詳巧が、このオブジェ 
ウトじ巧しては迪 ffl ぎれむくな口ます。 

-今までは視かにのオプジ I ウトじ巧して適巧されていたアウた別牛巧じトリを]ピーする 
じは、じピー]を州ツウしてくだざい。 

-今までは視から迪巧されていたアウ t ス許可。トリを肖 I ]瞄して、ここでち義されているア 
ウ t ス!午巧のみを f 呆持するじは、刚瞄]をウリツウしてください。 

"この巧巧をや止するには、[辛柄 t ル]を圳ッウしてください。 


!……□ピ•^颗……… 

I 

肖 IJ 蹄啞 I 

I 

单托セル I 


8. [アクセス許可 エントリ] 欄から [ Users ( FILESV 1¥ Users )] の[特殊]のアクセス許可を削除し、 [ OK ] 
ボタンをクリックします。 


のセキュリティの詳 a 贾ミ 


アウが J 巧 I 臣童 I 巧ち电 I 柄がょアウたス评巧 I 
特殊なアウたス评巧の註を田を表示するには、アウたス ! 午巧ェ > トリを遇巧してから、噓集 ] をウリッウしてください。 
アウ t ス訂巧 : L ： / トリの： 


」を刖 


7 ウたス评巧 


T 細?を元 


I 迪巧ホ 


ID 「 D 「 D 「 D 「 D「D 

午午午午午午 

=己 
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9. [ OK ] ボタンをクリックしてプロパティ画面を閉じます。 


7ル ] シト□ール 
変是 

i 売み■おりと実行 
7ォ J レタの巧容の一臣表示 
読み取り 
まき込み 

特殊なアウたス i 牛巧または詳础設定を表示するには、[1¥ 
を田設冠を州ッウしてください。 


0K キもし 迪邸互) 


soumu のブ□バテイ 


を股I共ちのアウたス i 午巧た辛ユリティI 

クループをまたはユーザーを(が： t 

巧 Administrators (FILESV1 ¥ Administrators) 

巧 CREATOR OWNER 
巧 soumu-g (FILES VIゎ oumu- 巨） 

巧 SYSTEM 

gS Users (FIL ES VI ¥ Users) 

追加屯 )... I mm J 

soumu-g のアウたス i 牛巧を） I 牛巧 拒ち 


兰 7 | 

nnnnnn 

□囚囚囚囚囚 


VI1-. 
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3.1.2 NFS 共有のアクセス権を管理する 

NFS 共有の共有レベルのアクセス権は UNIX クライアントマシンに巧し、読み取りを許可するか、読み取 
り/書き込みを許可するか、 UNIX の root ユーザのアクセスを許可するかの設定になります。 

ここでの設定については、本書の 【 2.2.2 NFS 共有フォルダを作成す る 】 の項番4までを実行し、ジ^下の画 
面で行います。 



• マシンアクセス許可について 

UNIX クライアントマシン毎にアクセス許可を設定する場合は、上記の画面より[追加]ボタンをクリッ 
クし、 IP アドレス、またはコンピュータぶで選択して[アクセス権の種類]を指定します。設定後は、 [0K] 
ボタンをクリックします。 

【注意】マシンアクセス許可を設定すると [ALL MACHINES] が[アクセス無し]になります。 

• UNIX の root ユーザのアクセス許可について 

UNIX の root ユーザを NFS 共有にアクセスさせる場合は、上記の画面より、許可したい UNIX クライア 
ントマシンを選択して[ルートアクセスを許可する]のチェックを有効にします。設定後は [0K] ボタ 
ンをクリックします。 

【注意】 root ユーザのマッ ピングは必ず行ってください。 

アクセス制御の詳細については 【 管理者 ガイド（詳細編） 2.2UNIX クライアントからアクセス する 】 を参 
照してください。 
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3.1.3 AppleTalk 共有のアクセス権を管理する 


AppleTalk 共有の共有レベルのアクセス制御は、読み取り専用か書き込み可能かの2通りのみです。 
Windows ( SMB ) 共有と同様にファイルシステムレベルのアクセス制御を組み合わせることで、個々のユー 
ザ、グループに対し異なるアクセス権を設定することができます。 

ファイルシステムレベルのアクセス権の設定手順およびアクセス許可のレベルについては、本書の 【 3. 1.1. 2 
ファイルシステムレベルのアクセス権を設定す る 】 を参照してください。 AppleTalk 共有の作成手順と共有 
アクセス権の設定手順については、本書の [2.3 Macintosh クライアントからアクセス する 】 を参照してく 
ださい。 

上記手順に従い設定を行うと、下のようなアクセス権が設定されます。 


設定項目 

設定内容 

共有のアクセス権 

読み取り、書き込み 

ファイルシステムレベルのアクセス権 

administrators : フノレコント ロー-ノレ 

所有者：フルコントロール 

soumu-g グループ：変更 

Users グループ：読み取り 


また、 AppleTalk 共有では、ボリュームパスワードを設定することで、パスワードを知らないユーザが共有 
フォルダにアクセスできないように設定することもできます。 

【注意】ボリュームパスワードを設定すると、ご使用の Macintosh 環境によっては共有フォルダにアクセ 
スできなくなる場合があります。詳細は 【 管理者 ガイド（詳細編） 2.3 Macintosh クライアントか 
らアクセス する】 を参照してください。 
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3.1.4 FTP 共有のアクセス権を管理する 


FTP 共有の共有レベルのアクセス 制御は、 ユーザに 読み取りのみを許可するか、書き込みを許可するかの 
いずれ かです。 ファイルシステムレベルのアクセス 権を組み合わせることで特定の ユーザやグループのメ 
ンバに 個別に アクセス 権を設定することもできます。 ファイルシステムレベルのアクセス 権の設定手順お 
よびアクセス 許可の レベルについては、 本書の 【 3.1. 1.2 ファイルシステムレベルのアクセス 権を設定す る 】 
を参照してください。 

FTP 共有の作成手順と共有アクセス権の設定手順については、本書の 【 2.4 FTP クライアントからアクセス 
する 】 を参照してください。 

上記手順に従い設定を行うと、 W 下のようなアクセス権が設定されます。 


設定項目 

設定内容 

共有のアクセス権 

読み取り、書き込み 

ファイルシステムレベルのアクセス権 

administrators : フノレコント ロー-ノレ 

所有者：フルコントロール 

soumu-g グループ：変更 

Users グループ：読み取り 
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3.1.5 HTTP 共有のアクセス権を管理する 


HTTP 共有の共有 レベルのアクセス 制御は、参照、読み取り、書き込みのいずれかです。 ファイルシステム 
レベルのアクセス 制御を組み合わせることで、特定の ユーザ や グループのメンバに 個別に アクセス 権を設 
定することもできます。 ファイルシステムレベルのアクセス 権の設定手順および アクセス 許可の レベルに 
ついては、 本書の 【 3.1. 1.2 ファイルシステムレベルのアクセス 権を設定す る 】 を参照して ください。 

HTTP 共有の作成手順と共有のアクセス権の設定手順については、本書の 【 2.5 Web ブラウザからアクセス 
する 】 を参照してください。 

上記手順に従い設定を行うと、 W 下のようなアクセス権が設定されます。 


設定項目 

設定内容 

共有のアクセス権 

読み取り、書き込み、参照 

ファイルシステムレベルのアクセス権 

administrators : フノレコント ロー-ノレ 

所有者：フルコントロール 

soumu-g グループ：変更 

Users グループ：読み取り 


なお、上記のようにユーザごとのアクセス制御を行う場合は、 K 下の手順で匿ぶアクセスを無効にし、 
Windows 統合認証などの認証方法を選択してください。 

ここでは K 下の設定で認証方法を選択します。 


設定項目 

設定内容 

匿ぶアクセスを有効にする 

チェックを無効にする 

統合 Windows 認証 

チェックを有劾にする 


1. 管理者メニューより[インターネットインフォメーションサービス]を起動します。 

2. 作成した HTTP 共有を右クリックし、 [プロパティ] を選択します。 

3. [デイ レクトリ セキュリティ] タブを選択し、[認証とアクセス制御]欄の[編蔚ボタンをクリック 
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します。 


4. 下記設定内容を指定し、 [0K] ボタンをクリックします。 


設定項目 

設定内容 

匿ぶアクセスを有劾にする 

チェックを無劾にする 

統合 Windows 認証 

チェックを有効にする 
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3.2 ユーザが 使用できる容量を制限する 


クォータを使用することにより、 iStorage NS 上の選択したフォルダ、またはボリュームに対する領域の 
使用量を制限、監視することができます。 

制限の方法にはフォルダ単位で領域の制限を行うクォータと、ボリューム単位で領域の制限を行うディス 
ククォータの2種類があります。 

あるフォルダに対して容量制限をかける場合はクォータ、あるボリュームに巧してあるユーザの使用量を 
制限する場合はディスククォータを使用します。 

3.2.1 クォ^夕を設定する 

ここでは、 D:¥soumu 配下のディスク使用量を 100M バイ トに制限する手順について説明します。 

闕値越えの際にアラート通報を行う手順に ついては、 【 管理者 ガイド（詳細編） 3.1 ューザが使用できる容 
量を制限す る】 を参照してください。 


【注意】 

• C:¥WINDOWS について は、 [ハードクォータ] の設定はできません。 

.S にを有効にしているボリュームに対しては、クォータを設定することはできません。 
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管理 PC よりリモートデスクトップで iStorage NS に接続します。 

【 リ モートデスクトップの接続 方法 】 

[Windows Storage Server Management ] 画面の左ツリーで[フアイルサーバーの管理] 
ルサーノく'ーリソ'ースマネ'ージャ]一[クォ'ータの管理]一[クォータ]を右クリックし、 
の 作成] を 選択します。 


Windows storage server Management 


を 7 ァイルお巧がか 亲元 W ウ知ドウ «) AJ け （ 


和 


を I 阻 1 薛 向 


(_| Windows Storage server Management 
を..宿 7 ァイル サーバーの 昔巧 （□一 かい 
回.. む ァんけーバーリリースマネージ 
白… 端 ウォ-加谐巧 


7 イル々 : が 


クオーをのパ 


自 .. 端 7 ァん - 
み 記怡ち 
DFS の昔 
共ち 7 ォ片 ■ 
デイス "5 も c_ 


ウォ-クの巧成(岛 .. 


是串斤© 


表示邮 ► 

ここから巧しいウ必ドウ W 


AJ レプお） 


― サ-ピスとアブリケ-シヨ:/ 
回 . Microsoft Services for りに 
\k M En 刷の昔巧 


一[ファイ 
[クォータ 
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3. [クォータの作成]画面で[クォータのテンプレートからプロパティを取得する（推奨）]を選択後 
に下記設定内容を入力し、[作成]ボタンをクリックします。 


設定項目 

設定内容 

クオ'ータのパス 

D:¥soumu 

クォータプロパティ 

100MB Limit 



クオータの設定の詳細については 【 管理者 ガイド（詳細編） 3.1 ユーザが使用できる容量を制限す る 】 を 
参照してください。 
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3.2.2 ディスククホ^夕を設定する 

ここでは、 ボリューム (D:) に対してューザごとのディスク使用量を 10G バイ トに制限する手順について説 
明します。 

闕値越えの際にアラート通報を行う手順については、 【 管理者 ガイド（詳細編） 3.1.2 ディスククォータを 
設定す る 】 を参照してください。 

【注意】 S にを有効にしているボリュームに対しては、ディスククォータを設定することはできません。 

1. 管理 PC よりリモートデスクトップで iStorageNS に接続します。 

【 リ モートデスクトップの接続 方法 】 

2. 管理者メニューから [エクスプローラ] を起動します。 

【 管理者 メニューにつレ、 て 】 

3. [マイコンピュータ] 一 [ボリューム (D:)] を右クリックし、 [プロパティ] を選択します。 


—ムめ身 


つパがりおちをを示ピ）わ巧: A りが ツールの AJL 
〇 戻を ，. J - . す レな巧」 む つ邮9 I 回- 


アドレ; I を)日中 


TrJ げ 




る巧 


过 デ：け卜が 
互！□マイドキユ必卜 
日 j マイ]>ピユ-^! 

苗□一かレディスウじ> 


口 G に W 



ホリューム（I 


民 。 eiayo 

口 SDumu 
円 t ぶ OVD/CD-f 
田を工/卜□-か 
互 4 了イをウト 9 ーク 
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北-粒 
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4. [ボリューム ( D:) の プロパティ] 画面で [クォータ] タブを開いて下記設定内容を入力し、陋用]ボ 
タンをクリックします。 


設定項目 

設定内容 

クォータの管理を有効にする 

チェックを有劾にする 

クォータ制現を超過したユーザのデ 

チェックを有効にする 

ィスク割当てを拒否する 


ディスク領域を制限する 

10GB 

警告 レベルの 設定 

8GB 



5. [0K] ボタンをクリックします。 

ディスククオータの設定の詳細については 【 管理者 ガイド（詳細編） 3.1.2 ディスククォータを設定す る 】 
を参照してください。 


85 
































3-3 ファイルの拡張子で書き込みを制限する 


ファイルスクリーン機能を使用すると、ファイルの拡張子によって、指定したフォルダに巧しての書込み 
を制限することができます。 


ここでは、： gA 下のフォルダに音楽ファイル、動画ファイルを保存できないようにするファイルスクリーン 
を作成する手順について説明します。 


設定項目 

設定内容 

ファイルスクリー ンを有劾にする 

フォルダのパス 

D:¥soumu 


【注意】 C :¥ と C:¥WINDOWS にファイルスクリーンを設定する場合は、ファイル監視のみを行う 
[パッシブ スクリーン] だけが設定可能です。 


1. 管理 PC よりリモートデスクトップで iStorageNS に接続します。 

【 リモート デスクトップの接続ホ 法 】 

2. [Windows Storage Server Management] 画面の左ツリーで [ファイルサーバーの 管理] 一[ファイ 
ルサーバー リ ソースマネージャ]一[ファイル スクリーンの管理]一 [ファイル スクリーン]を右ク 
リックし、 [ファイル スクリーンの作成]を選択します。 


Windows Storage Server hanage merit 


を 7 アイルが欄がが 泰が)！) ウ必ドウ M ヘルプが 


和 


を 向 I 薛 


团 


Cj Windows Storage Server Management 
自.商 7 ァイルサーバーの昔 3 里（□一かい 
白… 江 7ァイルサーバーリソースマネージ 
■ を…^ ウォ-加谐巧 

7アイルスウリーシの封里 


7ィルな すべての表示:日巧目 


I 7アイルス州一 > のバス 


I ス- 


7ァイル； 

7 ァイルこ 
み 記 I 席域レポ-. 
DFS の昔巧 
I 巧ち7ォルヴの昔 
I ディスウわよ U ボリ.’ 
!サ-ピスとアプリケ•- 


7ァイルスウリーシの巧巧〇… 


7アイルスウリーシの例外を巧成粒.. 
更串斤(拉 


表示明 

ここからおしいウイ > ドウ W 


AJ レ:?ぉ） 


面 . Microsoft Services for NFS 
0-^ En 刷の昔巧 
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3. 


[ファイル スクリーンの作成]画面で [ファイル スクリーンのテンプレートからプロパティを取得す 
る雕奨）]を選択して下記設定内容を指定し、[作成]ボタンをクリックします。 


設定項目 

設定内容 

ファイルスクリーンのパス 

D:¥soumu 

ファイルスクリーンのテンプレート 

Block Audio and Video Files 



ファイルスクリーンの設定の詳細については 【 管理者 ガイド（詳細編） 3.2 ファイルの拡張子で書き込み 
を制限す る】 を参照してください。 
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3-4 ファイルやサブフォルダを検索する 


インデックスサービスを有劾にするとコンテンツやプロパティのインデックス作成および検索が行なわれ、 
共有フォルダにおけるファイルやサブフォルダの検索速度が向上します。 

ここではな下の設定でインデックスサービスを有劾にする手順について説明します。 


設定項目 

設定内容 

インデックスサービスを有劾にする 

フォルダのパス 

D:¥soumu 

カタログを格納するフォルダのパス 

D:¥catalog 

カタログぶ 

soumU-Catalog 


【注意】 カタログは Web サイトに格納しないでください。カタログファイルが Web のルートまたは 
仮想デイレクトリの下にある場合、Iに(インターネットインフォメーシヨンサービス）がカタ 
ログファイルをロックして、更新を禁止することがあります。この場合、プロセッサの処理 
能力を占有する無限のインデックス付けループに陥ることもあります。 


【手順】 

1. カタログを作成する 

2. 検索対象のディレクトリを追加する 

3. インデックスサービスを再起動する 
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3.4.1 カタログを作成する 


1. 管理 PC よりリモートデスクトップで iStorage NS に接続します。 

【 リモート デスクトップの接続ホ 法 】 

2. [Windows Storage Server Management ] 画面の左ツリーで[サービスとアプリケーシヨン]一[イ 

ンデックスサービス]を右クリックし、[新規作成]一[カタログ]を選択します。 


I Windows Storage server Management 


面 7 アイル© i 刺がが亲示 W ウィシドウ W 


和- ► I を 「阻 I 顧區藍 I 团 -| ► 


■ II 


r i Windows Storage Server Management 
自..窗 7 ァイルサーバーの 昔巧の 一カル , 

を… を 7ァイルサーバーリ y —スマネージ 
回 D にの昔巧 
E - fe 共ち7オルタの昔巧 
回…をディスウもよ U ボリュームの昔巧 
白"ち b サーピスとアブリなーシヨ:/ 

を" 齒 IMSBSP 戰ム 

を .. 啦 I System 可リロ 

を .. 並 ]] Web 恃ムム 

楼 Microsoft Services 1 一日が甲 it 

m-M En 刷の昔巧 


カタ□クに場巧[サイス （ 叫 


雨 jSys わ … 

[ifjlWeb 


C ： ¥Ind... 0 
c ： ¥ine... 1 


巧視巧成啦） 


すべてのタスウ ( K ) 


カタ□ヴ 


亲示 W 

ここから新しい0心ド om 


一覽のむスポートむ" 


ブ□バティ® 


AJ け ( H .) 
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3. [カタログの 追加]画面で下記設定内容を入力し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 


設定項目 

設定内容 

名称 

soumU-Catalog 

場所 

D:¥catalog 



4. K 下の警告画面が表示されますので [0 K ] ボタンをクリックします。 
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3.4.2 検索対象のディレクトリを追加する 


1 .[Windows Storage Server Management ] 画面の左ツリーで [サービスと アプリケーシ ヨン] 一[イ 

ンデックスサービス] 一 [ soumu _ catalog ] を右クリックし、[新規作成]一[デイレクトリ]を選択 
します。 


Windows Storage 




画7アイルと）巧巧(互） 亲元 W ウイ> ドウ W AJ レブお） 


和呼 


I を I 阻 I 國障 I 摩 向 I 
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c : も rit .. 
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Lj Windows storage Server Management 
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■ っ 7ァイルサーバーリソースマネージ 
DFS の昔巧 
共ち7ォル巧の昔巧 
ディスウわよ U ボリュームの昔巧 
サ-む化アブリケ-ショシ 

•巧踞器铅 3 EiS ] 

囚..ホ J System 
田 . Web 

口 M に nnsoft Serv に es for P ■― 

赖 


i En 刷の昔巧 


すパ:ての 5 スウ ( K ) 


ここから巧しいウイシドウ娜 


肖 IJ 除屯） 


プ□バティ啞 


AJ レブお） 


2. [デイレクトリの追加]画面で下記設定内容を入力し、 [ OK ] ボタンをクリックします。 


設定項目 

設定内容 

パス 

D:¥soumu 
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3.4.3 インデックスサ^ビスを再起動する 

1 .[Windows Storage Server Management ] 画面の左ツリーで [サービスと アプリケーシ ヨン] 一[イ 

ンデックスサービス]を右クリックし、[停止]を選択します。 


Windows otDuee server Management 


をつ 7 イル ( E ) 棵巧(か 表示地 りィンドり W 




I を |ぉ| 聞障 I 賣 I 函 I 


II 


Cj Windows Storage Server Management 
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2. サービスの停止後、もう一度[インデックスサービス]を右クリックし、[開始]を選択します。 


Windows atordee Server Management 


面 7 アイル(り 裸巧(が亲元 W ウイシドウ M AJlv ^ CH ) 


扣 -► I を I 阻 I 圖障 I 曾 向 I ► ■ II 


Cj Windows storage Server Management 
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AJ レプ出） 
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インデックスサービスの設定の詳細については 【 管理者 ガイド（詳細編） 3.3 ファイルやサブフォルダ 
を検索す る】 を参照してください。 
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3-5 ディスク使用状況のレポートを作成する 

記憶域レポートは、ディスク使用状況をレポート化します。スケジュールを設定して自動的にレポートの 
作成を行うことや、作成したレポートをサーバ管理者にメールで送信することもできます。 

ここでは、な下の設定で記憶域レポートをサーバ管理者のメールアドレス宛に送付する手順について説明 
します。 


設定項目 

設定内容 

レポートを作成するタオ象のフォルダ 

D:¥soumu 

レポートを作成するスケジュール 

毎日朝9 : 00 

レポートする内容 

- クォータの使用率 


• 重複しているファイル 

サーバ管理者のメールアドレス 

t-yamada@nec.co.jp 

メール送信用 SMTP サーバ 

mailsv 


【手順】 

1. メールアドレスを設定する 

2. 記憶域レポートを設定する 
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3.5.1 


メ^ルァドレスを設定する 


1. 管理 PC よりリモートデスクトップで iStorageNS に接続します。 

【 リ モートデスクトップの接続 方法 】 

2. [Windows Storage Server Manager] 画面の左ツリーから[ファイルサーバーの管理]一[ファイ 
ルサーバー リ ソースマネージャ] を右クリックし、 [オプシヨンの 構成]を選択します。 


ft 

Windows 。れ"が Server Management 

を 7 ァイルの棵 m か 亲元公 J) ウィシドウ M 

和今 

臣 ] 阻 1 藝团 



「 I Windows Storage Server Management 

も面 i うァ■も - Si ® 31あ-姑 [3 

昔连を 



オブシむの構成 © L 


Z から新しい0イシドウ m 


AJ レブ (H.) 


NFS 用 Microsoft サ ーピス 
mM EP 刷の昔巧 
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3. [ファイルサーバーリソースマネージャのオプション] 画面で下記設定内容を入力し、 [0 K ] ボタ 
ンをクリックします。 


設定項目 

設定内容 

SMTP サーバぶ または IP アドレス 

mailsv 

管理者である既定の受信者 

t - yamada @ nec . co.jp 

既定の"差出人"電子メールアドレス 

任意 



【注意】 

•[既定の "差出人" 電子メールアドレス]に設定したメールアドレスは、送付されるメールの送信者ア 
ドレスとなりますので、適切なアドレスを入力してください。 
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3.5.2 記憶域レポ^卜を設定する 


1. 管理 PC よりリモートデスクトップで iStorageNS に接続します。 

【 リ モートデスクトップの接続 方法 】 

2. [Windows Storage Server Management] 画面 の 左 ツリーから[ファイルサーバーの 管理]一[フ 
ァイルサ'ー ノくーリソースマネージャ] 一[記憶域レポートの管理]を右クリックし、[新しいレポ' 一 
卜のタスクの スケジュール] を選択します。 


Windows btoraee server Management 


围 7 ァイル© 概が互） 亲元 W ウ■じ■ドウ W AJ け(出 


和 


を I 阻 I 鹽 


四 



I レポートクスウ 


Qj Windows Storage server Management 
も商 7 ァイルサーバーの昔巧（□一カル） 

■ っ イルサーバーリソースマネージ 
ウォ-クの昔巧 

_ 7ァイルスウリーシの昔5里 

aSUBHl 

D にの昔巧 

共ちつがレヴの昔 3 里 レポート财 iffl のレポートの追加と肖 IJ 除(互). 

ディスウわ抓ボリュ-ム0レポートを今す く" 生成する(日)… 

_サ-ピスとアブリトシむ魁斤® 

因.. 蜡 NFS 巧 Microsoft サーピス 
m-M EP 刷の昔巧 


|;寸象 


新 しいレポートのタスウのスケジュール邸. 


亲元 W 

ここから新しいウイシドウ® 


AJ レブお) 
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3. [記憶域レポートタスクの プロパティ] 画面で下記設定内容を指定し、[ス コースの [追 綱 ボタン 
をクリックします。 


設定項目 

設定内容 

生成するレポートの選択 

が下の2つのチェックを有効にする。 

- クォータの使用率 

• 重複しているファイル 
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4. [フォルダの 参照]画面で下記設定内容を入力し、 [0K] ボタンをクリックします。 


設定項目 

設定内容 

フォルダ 

D:¥soumu 


7* が 


方化の化 


立互! 



巧しいで rJ がのけな(ぶ I 「 M 1 ホャンヒル I 
-- ぶ 


5. 陋信]タブを開いて下記設定内容を入力し、表示されているメールアドレスがサーバ管理者のもの 
であることを確認します。 


設定項目 

設定内容 

次の管理者にレポートを送信する 

チェックを有効にする。 


E ホ卜おののブ田パティ 


泣ち載は i 加つ： I — ル] 

|i：-yan>adaWnEC ic p 

お田3 WMUO 岡 omah で-疏が。 K 夕にコロン戒化のをを、 
レホートロ h ド hm 由 if >«^ Sbr 。 口 REpcHsVSchE 山 bd 

観！.、が別眉な則 


W レブ地 J 


[ OK 1ホで光 I 
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6. [スケジュール]タブを開いて[スケジュールの作成]をクリックします。 



7. 惭洞ボタンをクリックして下記設定内容を入力し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 


設定項目 

設定内容 

タスクのスケジュール 

日単位 

開始時刻 

9:00 

間隔 

1 



かジュ-ル I 


pi . 記ち日： 2007/08/14. 閱お時别: 9:邮間眉:毎日. 

巧視(が J 


mm 


3 

肖 I 聯の）」 


姑加)スケジュールを)： 閱お時别取 

「日単化 二 J I 9邮 づ i 尚 B 記ち地 )…I 

「タス 加)スケジュール旧単化)- 

間陽(を | i | ^ 日に1回 


F 巧数のスケジュールを表示する山） 

[ OK I 一单 t シたル 
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8. [OK] ボタンをクリックします。 



記憶域レポートの設定の詳細については 【 管理者 ガイド（詳細編） 3.4 ディスクの使用状況をレポートす 
を】 を参照してください。 
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3.6 複数サーバの共有フォルダを統合する 


DFS ぶ前空間を使用すると、複数のサーバに分散している共有フォルダを一台のサーバ配下に統合するこ 
とができます。 

これにより、ユーザはどのサーバにどの共有フォルダが存在しているかを意識する必要がなくなり、共有 
フォルダにアクセスしたい場合は、一台のサーバにのみアクセスすることですベての共有フォルダを参照 
することができるようになります。 

ここでは、ワークグループ環境において、下の設定内容で DFS を構築する手順について説明します。 

この手順により、実際にはサーバぶ： FILESV 1 に存在している総務部のフォルダ （¥ soumu ) と、サーバ 
ぶ: FILESV 2 に存在している営業部のフォルダ （¥ eigyo ) を、サーバぶ： FILESV 1 の Root フォルダ配下 
に見せることが可能になります。 

ドメイン環境の場合や DFS レプリケーシヨンを使用する場合は 【 管理者 ガイド（詳細編） 3.5 複数サーバ 
の共有フォルダを統合す る】 を参照してください。 


設定項目 

設定内容 

名前空間サーバー 

FILESV 1 

ターゲットとなるサーバ 

FILESV 2 

ぶ前空間(ルート） 

Root 

名前空間の種類 

スタンドアロンのぶ前空間 

フォルダ 

soumu 

フォルダ 

eigyo 

フォルダターゲット 

¥¥ FII _ ESV 1 ¥soumu 

フォルダターゲット 

¥¥ FII _ ESV 2 ¥eigyo 


RLESV1 


Root 


soumu 


玉 


eigyo 


¥¥FILESV1¥ 


广 RLESV2 


¥¥FILESV2¥eigyo 

I 
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【事前準備】フォルダターゲットとして、サーバに共有フォルダを作成します。 


共有フォルダに関しては、本書の 【 2.1 Windows クライアントからアクセス する 】 を参照して 
ください。 


【手順】 

1. ぶ前空間を作成する 

2. ぶ前空間にフォルダとフォルダターゲットを作成する 
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3.6.1 名前空間を作成する 


1. 管理 PC よりリモートデスクトップで iStorageNS に接続します。 

【 リ モートデスクトップの接続 方法 】 

2. [Windows Storage Server Management ] 画面の左ツリーで [ DFS の管理]一[ぶ前空間]を右クリ 

ックし、[新しいぶ前空間]を選択します。 


面 

Windows Storage Server Management 

围 7 アイル©欄がが 亲示 W りがり m ■^■ルブが 

I 和呼 

を 面 I 匿 ■ I 藝面 

■ じ！ Windows Storage Server Management 

I 名お 


I も..商7アイルサーバーの昔巧 （ □一かい 
を... を 7アイルサーバーリソースマネージ 
:|白•も DFS の昔巧 


巧しいちお空間地)... 


宅]お空間の表示(互)... 

昔巧アウ t ス許可の重任(巳)... 


表示咕） ► 

ここから新しい0心ドウ m 

一臣の I ウスポ- KU .. 

AJ け(吐 


ち前ち悟 


レプリケー I 
回 •た! 巧有つオルタロ 
申...をディスウわよな 
を… 


h 裏控 

i 回.竭レ 
日.. も 共ち7 


费 サ-むとァプ I 

h に rosoft 。け VIC 
Ep 刷の昔巧 


104 

























3. [新しいぶ前空間 ウイザード] が起動します。 [ステップ： ぶ前空間サーバー]で下記設定内容を入力 
し、 [次へ] ボタンをクリックします。 


設定項目 

設定内容 

サ' 一■ノ く' 一- 

FILESV1 



4. [警告]画面が表示されますので[はい]ボタンをクリックします。 
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5. [ステップ：ぶ前空間のぶ前と設定]が表示されます。下記設定内容を入力し、[次へ]ボタンをクリ 
ックします。 


設定項目 

設定内容 

ぶ前 

Root 
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6. [ステップ：ぶ前空間の種類]が表示されます。下記設定内容を指定し、[次へ]ボタンをクリックし 
ます。 


設定項目 

設定内容 

ぶ前空間の種類 

スタンドアロンのぶ前空間 
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7. [ステップ：設定の確認とぶ前空間の作成]が表示されます。設定内容を確認し、[作成]ボタンをク 
リックします。 


^ 巧しいを巧空巧ウィサード 


Td 設定の^^とを前空ド。收かぶ 


ス わ：;： 

るお空間サーバー 
るお空間のさ!おと設ち 
をお空間の種類 
記定のお記とをお空間の巧ぶ 
植5 


離 IS 臟識惹雜 


午業巧目ウィンドウで通切なパージを涅おします。 


をお空間の設定を)： 


さ!お空間 


をお空間を: ¥¥FILESV1¥Root 
をお空間の巧羯：スタンドア□ン 
る前を間サーバー: FILESV1 

ルート其ちフォルタ：巧をしない巧をは共ちフォルタが巧ぶされます。 

るお空間其ちフォルタの□一カルバス C：¥DFSRoots¥Root 
をお空間なちフオルタへのアクセス i 午巧:すぺてのユーザーは読み巧り專 


-Inl xl 


くおへを）||巧巧を）ヤン t ル」 


8. [確認]画面が表示されます。[閉じる]ボタンをクリックします。 



【注意】アクセス権に関しては、本書の 【3.1 アクセス権を管理す る】 を参照してください。 
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3.6.2 名前空間にフホルダとフホルダタ^ゲットを作成する 


1. 管理 PC よりリモートデスクトップで iStorageNS に接続します。 

【 リ モートデスクトップの接続 方法 】 

2. [Windows Storage Server Management ] 画面の左ツリーで [DFS の管理]一 
[¥¥FI に SV1¥Ro 刈を右クリックして[新しいフォルダ]を選択します。 


Windows btora 巨 e server Manage ment 


韵 7 アイル© 棵 m が泰元 W り心が m ヘルプ(出 


和 


を I 阻 I 薛向 


r i Windows Storage Server Management 
を...を 7 ァイルサーバーの昔巧（□一カル） 

を… を 7ァイルサーバーリソースマネージ 
白•み DFS の昔 a 
を前空間 



ス也ドア□シのをお空間:お 


を前空間 I をお空間サー/ 
011の。トリ 


焉 


[桂躁 I を前 


共ち 7 ォルグの昔巧 
ディスウわよ U ボリューム0 
サーピスとアプリなーシヨ 
Microsoft Services for NF 
m-M EP 刷の昔巧 


巧しい 7 ォルグ(が.. 


昔巧アウ t ス詳巧の重任(巳)... 
ブ□バティ昭 
をお空間のが表示 


蒂元 .W 

ここから串斤しいウイ:/ドウ W 


肖I聯咱） 

最巧の憎卽じ更巧(む 


AJ レブ (H.) 


[ぶ前空間]^ 
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3. [新しい フォルダ] 画面が表示されます。下記設定内容を入力し、[追綱ボタンをクリックします。 


設定項目 

設定内容 

ぶ前 

soumu 



4. [フォルダ ターゲットを追力日]画面が表示されますので、下記設定内容を入力し、 [0K ] ボタンをク 
リックします。 


設定項目 

設定内容 

フォルダターゲットへのパス 

¥¥FILESV1¥soumu 
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5. [新しいフォルダ]画面に戻りますので、フォルダターゲット欄に指定したパスが表示されているこ 
とを確認し、 [0K] ボタンをクリックします。 



6. 手順3が降と同様の手順で、ぶ前を eigyo としてもう一つフォルダを作成し、フォルダターゲット 
を ¥¥FILESV2¥eigyo とし、フォルダターゲットを追加します。 
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3.7 ディスクスペースを有効活用する 

SIS (Single Instance Storage) を有劾にすると、同ーボリューム内の同じファイルが一元管理され、その 
結果、ディスクスペースを有劾に活用することができます。 

例えば同ーボリューム内の異なる3つのフォルダ配下に 100M バイトの同一内容のファイルがある場合 
(例えば総務部のフォルダ (¥soumu) ，営業部のフォルダ （¥eigyou) ，経理部のフォルダ (¥keiri) それぞれの 
配下に共通文書としてマニュアルなど同じファイルが配置されている状態）、通常は100 M バイト X3 で 
300 M バイトのディスクスペースを必要としますが、 S にを有効にすると、3つのファイルが1つにまとめ 
られて、必要なディスクスペースは 100M バイト+数 K バイト（管理用の領域）となり、約 200M バイト 
の節約が可能です。（節約できるディスクスペースの量は、環境により変化します。） 

【注意】 

-本機能は、 iStorage NS460 / NS470 / NS480 のみで使用可能です。 

.ファイルぶやファイル日付が異なっていても、内容が同一であれば、同じファイルとみなします。 

.S にで同時に制御できるボリュームは6つに制限されています。 

•S にを有劾にしているボリュームに対しては、ディスククォータおよびクォータを設定することは 
できません。 

また、上記が外の機能.ソフトウェアでも、何らかの影響が出る可能性があります。 

S にをご利用になる場合は、他のソフトウェア（バックアップソフトウェア、アンチウイルスソフト 
ウェアなど）との複合的な動作確認を充分に行った上で、使用してください。 

【条件】 S にの対象ボリュームは下記の項目を満たしている必要があります。 


• システムボリュームではない。 

- NTFS ファイルシステムである。 



ここでは、 G ボリュームで S にを有劾にする手順について説明します。 


1. 管理 PC よりリモートデスクトップで iStorageNS に接続します。 

【 リ モートデスクトップの接続 方法 】 

2. スタートメニューから [スタート] 一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]をクリックしてコマ 
ンドプロンプトを起動します。 


3. sisadmin/iG: と入力して enter キーを押下します。 


G:¥>sisadmin /i G : 

SIS はボリューム ’ G :’ 上で巧期化されています。 

新しい SIS ボリュームのつァイル重複のスキャンを開赔するた咕 grove ler サービスを 
再開しています。 

G ：¥> 


SIS の設定の詳細については 【 管理者 ガイド（詳細編） 3.6 ディスクスペースを有効活用す る 】 を参照し 
てください。 
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4 iStorage NS を運用する 


♦ データ/システムを保護する 

バックアップ、共有フォルダのシャドウコピー、システムの設定情報の保存など、 
データ/システムの保護について簡単に説明します 

♦ データ/システムを復旧する 

バックアップ、共有フォルダのシャドウコピー、バックアップ DVD を使用した 0S 
リカバリと保存した設定情報に基づくシステム復旧について説明します 

♦ 簡易的に性能をチューニングする 

デフラグの実行など、パフォーマンスを向上させる簡単なホ法について記載します 

♦ システムを監視する 

ESMPRO/ServerManager、ESMPRO/Agent の概要を説明します 

♦ 障害を未然に防止する 

修正モジュールの適用について概要を説明します 
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4.1 データ/システムを保護する 

データはさまざまな要因で失われます。失う要因としては、ウイルスなどによる 0S 破壊やハードウェア 
破損、またはユーザ自身が誤って削除したり、間違った情報を書き込んでしまうことが挙げられ、100%防 
止することはできません。そのため、データのバックアップは欠かせません。 

4-1.1 バックアップソフトウェアを使用する 

定期的に本体のハードディスクドライブ内の大切なデータをバックアップすることをお勸めします。最適 
なバックアップ用ストレージデバイスやバックアップソフトウェアについてはお買い求めの販売店にお問 
い合わせください。なお、 iStorage NS では、な下のバックアップソフトウェアをオプション設定していま 
す。これらのバックアップソフトウェアについては、 NEC で iStorage NS との互換評価も実施しており、 
サポート体制 (PP • サポートサービス）も整っておりますので、安んしてお使いいただけます。 

.RepliStor 

• BriahtStor ARCserve Backup 

• Backup Exec 

• NetBackup 

• NetVault 


【注意】バックアップソフトウェアの中で利用できないオプション製品もあるため、動作要件をご確認く 
ださい。 
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4.1.2 シャドウコピ^を使用する 


シャドウコピーを使用すると、誤って削除したデータや修正したデータを、共有にアクセスしているユー 
ザ自身が、ある時点のデータに戻すことができます。 

【注意】 

. シャ ドウ コピーは バックアップソフトウエアの代わりになる物ではありません。 シャ ドウ コピーと 
は 別に、バックアップソフトウエアによるバックアップを必ず実施してください。 

-シャドウコピーを作成するボリュームでデフラグを行う場合は、ボリューム作成時にアロケーシヨ 
ンユニットサイズを 16KB が上に設定しておく必要があります。 

ここでは W 下の設定内容でシャドウコピーを設定する手順について説明します。 


設定項目 

設定内容 

設定ボリューム（ドライブ文字） 

ボリューム (D:) 

スケジユ ' ール 

月火水木金の AM5:00 


1. 管理 PC よりリモートデスクトップで iStorageNS サーバに接続します 

【 リ モートデスクトップ接続ホ 法 】 

2. 管理者メニューから [エクスプローラ] を起動します。 
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3. [マイコンピュータ]一 [ボリューム ( D :)] を右クリックし、 [プロパティ] を選択します。 


わ ボリユ 

一 i 

A ( D ：) 


7ァイルの漏集喧 丟元 W お気に入り(互）ツ-ルの 

Q 戻る，〇， ホ I 沪検束 

り 7 オルタ 回， 

アドレス也) I 

D ：¥ 

I 7オルグ 乂 

L 

宅]お T I 


固 デスゥト。ブ 
田 回 マイド辛ュ拟卜 
曰 g 对" ID ピュ-ク 

田 W □—カルディスウ杞:） 

田^が お巧(が 

田过 D - 

田を コエゥスブ□-ラ咕 
田の マイ；！閲く蝴 
过 ごみち検束粒.. 


HlSUNjDasswd 
固! passed 
圖 group 
口 report 
ir-n nutter 


共ちけ辛ュリティ(曲.. 


7オー巧卜(互)'.. 


] ピー(岛 


をおの変是(凹） 




： x_service 

screen 

310 巨 


4. [シャドウコピー] タブの [ボリュームの 選択]の [ボリューム] の欄で [ D :¥] を選択し、[設对をクリ 
ックします。 
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5. 下記画面より、 [スケジュール] ボタンをクリックします。 


間惕喧 111 ^週に1回: 


-タスウの；けジュ-ル烟単做 


妨ウの;けジュ-ルを)： 間础寺别の： 

単 f 立 _£[ I ■日:日日 - r | i 尚 fflis ミ邮 …I 


OK I _坪みわル 


P 巧铺のスケジュールを表。する ( U ) 


|1記ち日： 2007/08/14,閲お時别:日:日日間隔な週も火水、木、金昭日.こ] 

_お視(が」_肖り瞄(が」 



スケジュ-ル I 


6. 惭稠ボタンをクリックし、スケジュールに下記設定内容を指定し、 [OK] ボタンをクリックします。 


設定内容 

設定項目 

タスクスケジュール 

週単位 

開始時刻 

5:00 

間隔 

1 

タスクスケジュール 

月火水木金のチェックを有劾にする 



D ：¥ 


± B 

r 厂 


月火水木金 

PFFFF 
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7. [OK] ボタンをクリックします。 



シャドウコピーの詳細については 【 管理者 ガイド（詳細編） 4.1 シャドウ コピー 】 を参照してください。 

4.1.3 設定内容を控える 

バックアップソフトウエアでも復旧ができない場合は、バックアップ DVD を使用してシステムを再インス 
トールする必要があります。この場合、システムの設定内容が必要になりますので、必ずシステムの設定 
内容を控えてください 
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4-2 データ/システムを復旧する 

ディスク 破損によってデータや システム 異常が発生したり、データを誤って削除した場合は、事前に作成 
していた バックアッ プや シャドウコピーから 復旧します。 

4.2.1 バックアップから復旧する 

事前にバックアップソフトウェアで作成していたデータから復旧します。 

復旧手順は各バックアップソフトウエアのマニュアルを参照してください。 
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4.2.2 シャドウコピ -- から復旧する 

共有フォルダ内のデータをユーザが誤って削除してしまったり、誤って書き換えた場合は作成しておいた 
シャドウコピーから復旧することができます。 

ここでは、ユーザが誤って書き換えてしまったファイルを最新のシャドウコピーから復旧する手順を説明 
します。復旧するファイルは、 ¥¥ FILESV 1¥ soumu を割当てられたネットワークドライブ Z : 配下の 

Z :¥ docs ¥ 報告書¥2007年12月 . doc とします。 

1. クライアント PC より、 [エクスプローラ] を起動し ます。 

2. Z :¥ docs ¥ 報告書¥2007年12月. doc を右クリックし、[プロパティ]を選択します。 
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3. [な 前の バージョン] タブを開き、 [ファイルのバージョン] から、畴刻]が最新の[ 2 〇07年 12 月. do 句 
を選択して[復元]ボタンをクリックします。 



4. な下の画面が表示されますので[はい]ボタンをクリックします。 



5. が下の画面が表示されますので [0 K ] ボタンをクリックします。 



122 






















































シャドウコピーの詳細については、 【管理者 ガイド（詳細編） 4.1 シャドウ コピー】 を参照してください。 


4.2.3 システムを復旧する 

システムクラッシュや障害などでシステムが使用できなくなった場合は、システムを再インストールする 
必要があります。バックアップアップ DVD からシステムを再インストールし、ページファイルの設定を 
行った後、事前に控えておいたシステムの設定情報を使用しシステムを元の状態に復旧してください。 

なお、バックアップ DVD からの再インストールやページファイルの設定方法については、装置付属のユ 
ーザーズガイドをご確認ください。 
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4.3 簡易的に性能をチューニングする 

I / O 負荷の影響で、システムのレスポンスが低下することや様々なトラブルが起こる可能性があります。な 
下に iStorage NS において I / O 性能を向上させる一般的なホ法について説明します。 

4-3.1 デフラグを実施する 

フラグメント（ファイルの断片化）が発生していると、 I / O 負荷が増大します。フラグメントの状況を定期 
的に確認し、必要な場合はディスクデフラグ（ディスクの最適化）を実行してください。な下に、フラグ 
メントの確認とディスクデフラグの実行方法を説明します。 

【注意】ユーザボリュームにシャドウコピーを作成し、さらにデフラグを行う場合は、ボリューム作成時 
にアロケーションュニットサイズを 16 KB な上にする必要があります。 
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1. 管理 PC よりリモートデスクトップで iStorage NS に接続します。 

【 リモート デスクトップの接続ホ 法 】 

2. [管理者 メニュー] より [コンピュータの 管理]を起動します。 

3. に omputer Management ] 画面が表示されますので、 [コンピュータの 管理 (ローカル)] 一[記憶域]一 
[ディスク デフラグ ツール] を選択します。 
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4. 対*象ボリュームを選択して、[分析]をクリックします。 



5. 分析が完了すると、 [ディスク デフラグツール]画面が表示されます。最適化を促すメッセージが表示 
されたら、[最適化]をクリックしてデフラグを実行します。 

分析が完了しました: （ D :) 

このボリュームを最迪化してください。 


I 。带一閒 j 叢示昭 i 


最迪化屯） I 

I 

開!:® 吃） I 


126 




















































6. 最適化が終了すると、が下の画面が表示されます。 



【注意】 

. ディスクデフラグを正常に実行するためには、少なくとも15。んな上の空き領域が必要です。 

.ディスクデフラグ実行中は I / O 負荷が増大します。ディスクデフラグは、夜間など、アクセス頻度の 
低い時間帯に実施してください。 

•ディスクデフラグは、ディスク容量やフラグメントの発生状況によって、終了するまでに数時間上 
かかる場合があります。 

4.3.2 DAC キャッシュを有効にする 

DAC (ディスク アレイ コントローラ） のキャッシュを有効にすると、書き込みデータが DAC 上のメモリに 
キャッシュされた時点で 0 S へ書き込み完了が通知されるため、書き込み時間を短縮することができます。 
DAC キャッシュの設定ホ法については、各 DAC ボードのマニュアルを参照してください。 

【注意】 

. DAC キャッシュを有効にする場合は UPS に接続することをお奨めします。 

. DAC キャッシュを有効にする場合は DAC にバッテリーが接続されている必要があります。 

4-3.3 LAN アダプタをチ--ミングする 

LAN アダプタをチー ミン グ ( ALB ) することで、サーバからの送信速度を向上させることができます。チー 
ミン グの設定方法については、ユーザーズガイドや LAN アダプタの マニュアルを 参照してください。 

4.3.4 資源を増強する 

1台のサーバにアクセスが集中すると、これまでのチューニングを行っても改善しない場合があります。 
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このような場合は、ボトルネックとなっている部分を特定してその資源を増強します。例えば、常にメモ 
リ使用量が大きい場合や、仮想メモリへのスワップが発生している場合は、メモリを増設します。また、 
常に CPU 使用率が高い場合、 CPU 増設が可能な装置では CPU を増設します。 

ボトルネック箇所の切り分けやハードウェアの増設が困難な場合などには、サーバ自体を増設して負荷を 
分散させることも有劾な手段です。 (DFS を利用すればサーバぶの共通化が図れて便利です。） 

4.4 システムを監視する 

NEC では、サーバ運用を支援するために ESMPRO を同相しています。 

ここでは ESMPRO について説明します。 

ESMPRO/ServerManager、ESMPRO/ServerAgent を使用したサーバ管理では、1台のシステム管理用 PC 
(マネージャ）のもとで、ネットワーク上のすべてのサーバ情報、 SCSI 機器接続状況、ディスクアレイ状 
況を一括管理することができます。また、障害につながる異常を自動的に検知し、システム管理者に通報 
します、障害発生時には、障害箇所や障害内容、巧処方法などをリアルタイムに表示でき迅速な対応を支 
援します。さらに CPU 負荷やメモリ使用率などのサーバの稼働状況管理も充実しています。 

ESMPRO/ServerManager,ESMPRO/ServerAgent の詳細についてはユーザーズガイドを参照してください。 
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4.5 障害を未然に防止する 

サーバを常に最新の状態にしておくことは、既知の問題や予期せぬ問題を未然に防ぐために有劾な手段で 
す。 

ここでは、サーバを最新の状態にする方法に ついて 説明します。 

4.5.1 セキュリティパッチの適用 

セキュリティパッチを適用することで、外部からの不正アクセスや不正処理を防止することができます。 
マイクロソフト社のホームページよりお客様の環境に必要なセキュリティパッチをダウンロードして適用 
してください。 

なお、 iStorageNS シリーズは英語版の OS を使用していますので、セキュリティパッチを適用する場合 
は、英語版の修正モジュールを適用してください。ただし 、 Windows Update や Microsoft Update を使 
用してセキュリティパッチを適用する場合は、自動的に英語版の修正モジュールが適用されます。 
セキュリティパッチの適用に関しては、 「 NEC コーポレートサイト」のホ'ームぺ'ージにて情報を公開して 
いますので、そちらをご確認ください。 

セキュリティパッチに関する情報の URL は下記の通りとなります。 

http :// support . express . nec . co . ip / care / download/dload nas.html 

[ダウンロードファイル ー覧] 

一 [0 S 関連] 

— [ Express 5800 /StorageServer および iStorage NS シリーズサービスパック/セキュリテイパッ 
チ適用に ついて] 
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4.5.2 サ -- ビスパックの適用 

サービスパックは、 0 S リリース後にリリースされた修正プログラムを1つにまとめて、コンピュータに 
インストールできるパッケージとしたものです。修正された問題には、 STOP エラーなど、発生した場合 
にシステムに影響があるものが含まれています。 

iStorage NS シリーズにサービスパックを適用する場合は、 NEC が iStorage NS 用に提供している差分モ 
ジュール ( RUR ) を合わせて適用していただく必要があります。そのため、サービスパックを単独で適用い 
ただくことはできません。サービスパックや RUR の適用方法とモジュールは、 「 NEC コーポレートサイ 
卜」のホームページにて公開していますので、そちらをご確認ください。 

現在の最新のサービスパックに関する情報の URL は下記の通りとなります。 

http :// support . express . nec . co . ip / care / download/dload nas.html 

[ダウンロード ファイル ー覧] 

- [0 S 関連] 

— [iStorage NS シリーズでの Windows Server 2003 Service Pack 2適用について] 

4.5.3 修正モジュ -- ルの適用 

PP • サポートサービスのホームページでは、最新のサービスパックに含まれていない 0 S の修正モジュー 
ルや iStorage NS 固有の修正モジュールを公開しており、ダウンロードが可能です。また 、 PP •サポート 
サービスご契約のお客様へは、修正モジュールの公開に合わせてメールでご案内を差し上げます。 

なお 、 PP •サポートサービスは有償のサービスであり、ご契約いただく必要があります 。 PP •サポートサ 
ービスにつきましては、 

http :// www . nec . co . ip / support / pp / 

を参照してください。 
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5 iStorage NS のその他の使いホ 


♦ ネットワーク上のプリンタを使う 

ネットワーク内のプリンタを使用して印刷を行います 

♦ グループウェアを使う 

グループで 共有する ファイルの 管理や掲示板などを運用.管理します 
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5-1 ネットワーク上のプリンタを使う 

ネットワーク内のプリンタを使用して印刷を行います。 

詳細は 【 管理者 ガイド（詳細編） 5.1 ネットワーク上のプリンタを 使う 】 を参照してください。 

5.2 グループウェアを使う 

グループで 共有する ファイルの 管理や掲示板などを運用-管理します。 

詳細は 【管理者 ガイド（詳細編） 5.2 グループウ卫アを 使う】 を参照してください。 
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6 困ったときは 

♦ トラブルシューティング 

iStorage NS を運用する上で問題が発生した場合に役立つ情報を記載しています 


♦ FAQ 

問い合わせの多い質問とその回答を記載しています 

♦ 保守サービス（ソフトウェア関連）のご案内 

iStorage NS の保守サービスの概要を記載しています 

♦ 障害時の問い合わせ方法 

障害時に採取していただきたい情報および採取ホ法について記載しています 
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6.1 トラブルシューテイング 

導入時の問題 

1. 初期設定ツールで本装置の自動発見ができない 

2. 初期設定ツールで設定変更ができない 

3. 初期設定ツールでリモートデスクトップの起動ができない 

4. 初期設定ツールでリモートデスクトップ起動が不可と表示される 


運用時の問題 

1. ネットワークアクセスが遅い 

2. Windows クライアントからの接続が正常にできない 
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導入時の問題 


初期設定ツールで本装置の自動発見ができない 


LAN ケーブルが接続されていない可能性があります。 LAN ポート1に LAN ケーブルが正しく接続さ 
れているか確認、してください。 


初期設定ツールで設定変更ができない 


1. 初期設定ツールで初期設定サービスが停止となっている場合、初期設定ツールによる設定変更はで 
きません。リモートデスクトップを使用して設定変更を行ってください。 

2. 複数の LAN ポートにケーブルが接続されている可能性があります。複数の LAN ポートを使用する 
場合は、まず LAN ポート1のみにケーブルを接続して初期設定を行い、初期設定完了後に残りの 
コネクタにケーブルを接続してください。 


初期設定ツールでリモートデスクトップの起動ができない 


初期設定ツールでリモートデスクトップ接続が可となっているサーバに巧してリモートデスクトップ 
接続ができない場合は、ネットワークの設定に問題がある可能性があります。本装置および、初期設 
定ツールを動作させている管理 PC のネットワークの設定を確認してください。 


初期設定ツールでリモートデスクトップ起動が不可と表示される 


1. 初期設定が完了していない場合は、リモートデスクトップ起動が不可となります （ DHCP サーバか 

らアドレスを取得できない場合)。初期設定ツールで初期設定を行ってください。 

2. リモートデスクトップ起動の確認に時間がかかり、不可となってしまう場合があります。サーバの 
応答待ちやリトライ回数を変更して再度自動発見を行ってください。 
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運用時の問題 


ネットワークアクセスが遅い 


ネットワーク上に負荷がかかって、通信が非常に遅くなっている可能性があります。 
ESMPRO / ServerAgent のネットワーク監視でネットワークの状況を確認してください。 


Windows クライアントからの接続が正常にできない 


Windows 共有は、共有レベルのアクセス権とファイルシステムレベルのアクセス権で制御されてお 
り、より厳しいアクセス権が有効になります。それぞれのアクセス権の設定を確認してください。 
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6.2 FAQ 

K 下によくある問い合わせを記載します 。 PP •サポートサービスのホームページでも、[サポート FAQ ] に 
て随時公開していますので、こちらもご覧ください。 

1 . iStorage NS シリーズをドメインコントローラとして使用することはできますか？ 

2. ディスククォータと（フォルダ単位の）クォータを同時に設定しても問題ありませんか？ 

3. 不用意にアクセスされないよう、クライアントのネツトワークコンピュータ上に iStorage NS シリー 

ズのコンピュ^ — ~夕名を表示し/ぶレ、ホ法(まありますろ^? 

4. マイクロソフト社が公開しているセキュリテ イノく ツチを適用できますろ^? 

5. マイクロソフト社が公開しているサービスパックを適用できますか？ 
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iStorage NS シリーズをドメインコントローラとして使用することはできますか？ 


ドメインコントローラにすることはできません。ドメインのメンバサーバとして使用することは可能で 
す。 


ディスククォータと（フォルダ単位の）クォータを同時に設定しても問題ありませんか？ 


ディスククォータと（フォルダ単位の）クォータはそれぞれ別の機能ですので、同時に設定しても問題 
ございません。 


不用意にアクセスされないよう、クライアントのネットワークコンピュータ上に iStorage NS シリーズの 
コンピュータぶを表示しないホ法はありますか？ 


表示させたくない iStorage NS シリーズのコマンドプロンプトで K 下のコマンドを実行してください。 

net config server /hidden:yes 


マイクロソフト社が公開しているセキュリティパッチを適用できますか？ 


iStorage NS シリーズは英語版の OS を使用していますので、セキュリティパッチを適用する場合は、 
英語版の修正モジュールを適用してください。 

ただし 、 Windows Update や Microsoft Update を使用してセキュリティパッチを適用する場合は、自動 
的に英語版の修正モジュールが適用されます。 

なお、セキュリティパッチの適用の必要性については、セキュリティホールやご利用の環境を考慮の上、 
お客様にてご判断願います。 

セキュリティパッチの適用に関しては、 「 NEC コーポレ'ートサイト」のホ'ームページにて情報を公開し 
ていますので、そちらをご確認ください。 

サービス パックに関する情報の URL は下記の通りとなります。 

http :/ support . express . nec . co . ip / care / download/dload nas.html 

[ダウンロード ファイル ー覧] 

- [0 S 関連] 

— [ Express 5800 /StorageServer および iStorage NS シリーズサービスパック/セキュリテイパ 
ツチ適用に ついて] 
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マイクロソフト社が公開しているサービスパックを適用できますか？ 


iStorage NS シリーズにサービスパックを適用する場合は、弊社が iStorage NS 用に提供している差分 
モジュール ( RUR ) を合わせて適用していただく必要があります。そのため、サービスパックを単独で適 
用いただくことは、一部の機種を除いて基本的には許可していません。 

サービスパックや RUR の 適用方法と モジュールは、 「NEC コーポレート サイト」 のホームページ にて 
公開していますので、そちらをご確認ください。 

現在の最新のサービスパックに関する情報の URL は下記の通りとなります。 

http :// support . express . nec . co . ip / care / download/dload nas.html 

[ダウンロードファイル ー覧] 

- [0 S 関連] 

— [iStorage NS シリーズでの Windows Server 2003 Service Pack 2適用について] 
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6.3 保守サービス（ソフトウェア関連）のご案内 

6.3.1 PP • サポ -- トサ--ビス 

設定方法や障害に関するお問い合わせは、 PP •サポートサービスにて受付けています。 

PP • サポートサービスとは、お客様にご購入頂いた iStorage NS シリーズ上の PP (プログラム.プロダ 
クト）を、長く安心してお使い頂くためにご用意した有償のサービスです。 

PP •サポートサービスには下のサービスがあります。ご契約については、販売店などにご確認くださ 
い。 


レスポンスサービス 

お客様がご契狗されたソフトウェアに関して、各種サポートが受けられます。電話でのお問い合わせ 
/ E-Mail でのお問い合わせ /FAX でのお問い合わせを行うことができます。 

ライ センスサービス 

契約された製品の無償バージョンアップのお申し込み、無償リビジョンアップモジュールのダウンロー 
ドサービスを提供いたします。なお、 iStorage NS シリーズの PP •サポートサービスでは、バージョン 
アップサービスは提供しておりません。 

イ ンフオメーシヨンサービス 

ご契約いただいたお客様に、ソフトウェアに関する最新情報および、各種サービスを Web サイトより提 
供いたします（サービス内容：修正モジュールのダウンロー ド/ FAQ の閲覧)。 

さらに、ソフトウェアに関する情報を E-Mail で定期的に配信いたします。 

PP •サポートサービスご案内のサイト 


httQ :// www . nec . co . 胆 /su り port / qg / 
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【注意 】 iStorage NS シリーズの PP •サポートサービスにおけるサポート範困は、 K 下です。 

また、追加購入されたオプションソフトウエアについては、各ソフトウエアの PP •サポートサー 
ビスへのご契約が必要となります。 

• 0 S 

• ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO/ServerAgent 


6.3.2 ワンストップ-プロダクトサポ -- 卜 

ワンストップ.プロダクトサポートをご契約いただくことで、ハードウェア保守とソフトウェア保守の窓 
口を一本化します。料金は、ハードウェア保守とソフトウェア保守の合算であり、ワンストップ•プロダ 
クトサポートに対する特別な追加料金はありません。 

詳細は、下記の Web サイトをご覧ください。 

htt _ p :// www . nec . co .[ p / semce/su 座 ort / onestoQ / 
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6.4 障害時の問い合わせ方法 

障害に関して問い合わせいただく際は、障害の内容に関係なく、 K 下の情報を添えて、 PP . サポートサー 
ビスへ問い合わせてください。 

-障害発生日時 
. 障害内容 
• システム構成 

- iStorage NS の主な使用ホ法 
-再現手順 
.Collect ログ 

また 、 STOP エラー や ストールの 場合は、 メモリ ダンプも合わせて採取願います。 

6.4.1 メモリダンプの操取ホ法 

STOP エラーの場合は、自動的にメモリダンプが作成されます。また、ストールの場合は、ダンプスイ 
ッチを押下することでメモリダンプが作成されます。なお、メモリダンプはデフォルトでは、 C:¥windows 
フォルダ配下に memory . dmp のファイルぶで作成されています。設定変更をされている場合は、ジ《下 
の手順で格納場所をご確認ください。 

1. 管理 PC よりリモートデスクトップを使用して iStorage NS に接続します。 

【リ モートデスクトップの接続 方法】 
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2. スタートメニューより [マイコンピュータ] を右クリックして [プロパティ] を選択し、[システムの 
プロパティ] 画面の[詳細設定]タブより[起動と回復]内の[設对ボタンをクリックします。 



3. [デバッグ情報の書き込み]欄の[ダンプファイル]にメモリダンプの格納先が記述されています。 


起めと回復 




r 起面トンステム- 

巧ミのオパレ-ティ:/ジシステムを)： 

オパレーテ■むヴシステムの一臣を表示する時間啦 |30~3秒間 

厂巫要わときじ惜おオプシヨ:/を表示す到う間む)： |30~3お間 

起旣のがシヨ：/ 7アイルをキ旣で福集するには、 漏集の I 

噓集] 柳..奴 —I 


システム IL ラ- 

F システム□ヴにイバ：/卜をまき込む邮) 
F 昔巧をへ管ちを送眉する地） 

F 白旣目うに再起旣する(垃 

「デ;切ヴ情卽のまき込み- 

I 完を开リタパ 
タパ7アイル 

[System Rd 。 柳 MEMORY.DMP 

F 巧巧の7アイルに上まきする哈） 


] 


0K 」 キ tytz ル ^ 
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6.4.2 Collect ログの操取方法 

Collect ログは W 下の手順で採取します。 

1. 管理 PC よりリモートデスクトップを使用して iStorageNS に接続します。 

【 リ モートデスクトップの接続 方法 】 

2. エクスプローラを起動して、 C :¥ ESM ¥ tool 配下の COLLECT.EXE を実行します。 
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3. コマンドプロンプトが起動され、ログ採取が実行されます。ログ採取には数分かかります。 



4. コマンドプロンプトが閉じるとログ採取は終了です。 C :¥ ESM ¥ tool 配下に log フォルダが作成され 
ますので、フォルダ毎採取してください。 





二回ぶ] 

ファイルの漏集を） 隶元 W 

わちじ入り(がツールのヘルプお） 

I 巧 

〇 房る ▼ 〇 ， ホ’/ ぉま 

む フォルタ I 卸 

アドレス(が I 白 C ： ¥ESM¥tool 



z ] 百 おお 

フォルタ. 

X 

をが 

I サイズ I 巧 類 ▲ 


B ， 


デスクトップ 

田 白 マイドキュタント 
日 i マイコンピュ-夕 
田 3.5 インチ FD (A:) 

W □—カルディスク（じ） 

因 白 DFS Roots 
田 〇 Documents and がけ ings 
日り ESM 

田 ！^ Alert Man 
け data 
田 esm 。。 

白 log 
Q rep 化 I 
B tool 
田 白 log 

け IndexCatalog_System 
田 行 Inetpub 

田 白 Microsoft UAM Volume 
田 ItjI Pro ヴ am i-iles 
田 な tmp_NEC 
田 巳！ WINDOWS 


々田 j 

国が me 


icontbat 
国 CLEARECC.BAT 
日 COLLECT.EXE 
3C0LLECT.INF 

□dmenfo.exe 

画 ECC1.DAT 
画 ECC2.DAT 
i] ECC3.DAT 
凸 ESMVEREXE 

□ EVENTLOG.EXE 

□ FILEDAmEXE 
3 file DAT A. 叫 F 

□ FTSTRG.EXE 
3 FIST 悦.叫 I 

□ LOGFILE.EXE 

□ MACHNINF.EXE 

□ MAKEREG.EXE 
0 MEMREAD.TKT 

□ MV32T064.EXE 
园 NETWORK.BAT 


2 KB 
1 KB 
44 KB 
28 KB 
如 KB 
1 KB 
1 KB 

1 KB 
223 KB 

48 KB 
44 KB 

2 KB 
48 KB 

2 KB 
52 KB 
48 KB 
32 KB 
1 KB 
44 KB 
1 KB 


Windows Batch File 
Windows Batch File 
Application 
セットアップち報 
Application 
DAT ファイル 
DAT ファイル 
DAT ファイル 
Application 
Application 
Application • 

セットアゥブを報 
Application 
Configuration Sett in.. 
Application 
Application 
Application 
テキストドキュタント 
Application 
Windows Batch 


社 


【注意】採取いただくのは C :¥ ESM ¥ tool 配下の log フォルダです。 C :¥ ESM 配下にも log フォルダが存 
在していますので、間違いないようお願いします。 
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